
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】動画ボケがなく、低消費電力な液晶表示装置の

駆動方法を提供すること。

【解決手段】走査信号が液晶表示装置の走査線に印加さ

れる前に、関連画素の薄膜トランジスタをオンしないプ

レチャージ電圧値が走査線に印加される。プレチャージ

電圧値は、隣接画素の蓄積キャパシタを介して走査線の

画素電圧に電気的に接続される。大規模なＬＣＤを実現

し、低消費電力化を図るために、ドット反転駆動、黒挿

入、オーバードライブ駆動を適用する。

【選択図】図５

JP 2005-292793 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 走 査 線 及 び 複 数 の 信 号 線 を 有 し 、 前 記 各 走 査 線 及 び 前 記 各 信 号 線 は 、 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） を 介 し て 対 応 す る 画 素 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト は 対 応
す る 前 記 走 査 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス は 対 応 す る 前 記 信 号 線 に 電 気 的
に 接 続 さ れ 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ド レ イ ン は 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 前 記 対 応 す る 走 査 線 に 隣 接
走 査 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 ド レ イ ン は 、 前 記 画 素 の 画 素 電 極 を 介 し て 共 通 電 極 に 電 気 的 に 接
続 さ れ 、 前 記 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 共 通 の 電 圧 値 で あ る デ ィ ス プ レ イ の 駆 動 方 法 で あ っ
て 、 該 駆 動 方 法 は 、
　 前 記 対 応 す る 走 査 線 に 接 続 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め に 、 前 記 対 応 す る 走 査 線 に 走 査
電 圧 を 印 加 し 、
　 前 記 画 素 の 前 記 画 素 電 極 を 充 電 す る た め に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の 前 記 ソ ー ス に 電 気 的 に 接 続 さ
れ た 前 記 対 応 す る 信 号 線 に 信 号 電 圧 を 印 加 し 、
　 前 記 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 前 記 隣 接 走 査 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 電 極 の 前 記
電 圧 レ ベ ル を 変 更 す る た め に 、 前 記 隣 接 走 査 線 に プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 を 印 加 す る こ と を 特 徴
と す る デ ィ ス プ レ イ 駆 動 方 法 。
 
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 素 電 極 の 前 記 電 圧 レ ベ ル が 前 記 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル よ り 大 き い 場 合 、 前 記 共 通
電 極 の 前 記 共 通 電 圧 値 に 近 づ け る た め に 、 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 前 記 画 素 電 極 に バ
イ ア ス を か け 、 前 記 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 前 記 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル よ り 小 さ い 場 合 、
前 記 共 通 電 極 の 前 記 共 通 電 圧 値 に 近 づ け る た め に 、 前 記 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 駆 動 方 法 。
 
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 素 の 前 記 隣 接 走 査 線 に 対 応 す る 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め に 前 記 隣 接 走 査 線 に 前
記 走 査 電 圧 を 印 加 し た 後 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 一 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 維 持 さ
れ 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 二 時 間 間 隔 内 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り
印 加 さ れ 、 前 記 第 二 電 圧 レ ベ ル は 、 前 記 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め の 電 圧 よ り 低 く 、 前 記
隣 接 走 査 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 の 前 記 画 素 電 極 は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 前 記
プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 容 量 的 に 充 電 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ
レ イ 駆 動 方 法 。
 
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 画 素 の 前 記 隣 接 走 査 線 に 対 応 す る 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め に 、 前 記 隣 接 す る 走 査
線 に 前 記 走 査 電 圧 を 印 加 し た 後 に 、
　 前 記 隣 接 走 査 線 の 前 記 電 圧 レ ベ ル は 、 第 三 時 間 間 隔 内 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に 変 更 さ れ 、
　 前 記 隣 接 走 査 線 の 前 記 電 圧 レ ベ ル は 、 第 四 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 変 更 さ れ 、 前
記 隣 接 走 査 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 の 前 記 画 素 電 極 は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 前
記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 容 量 的 に 充 電 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス
プ レ イ 駆 動 方 法 。
 
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 画 素 の 前 記 隣 接 走 査 線 に 対 応 す る 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め に 、 前 記 隣 接 走 査 線 に
前 記 走 査 電 圧 を 印 加 し た 後 に 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 一 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 維
持 さ れ 、 そ の 後 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 二 時 間 間 隔 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に 前 記 プ レ チ ャ ー ジ
電 圧 に よ り 印 加 さ れ 、 前 記 第 二 電 圧 レ ベ ル は 、 前 記 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め の 電 圧 よ り
低 く 、
　 前 記 画 素 の 前 記 隣 接 走 査 線 に 対 応 す る 前 記 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を 再 度 オ ン す る た め に 、 前 記 隣 接
走 査 線 に 前 記 走 査 電 圧 を 印 加 し た 後 、 前 記 隣 接 走 査 線 の 前 記 電 圧 レ ベ ル は 、 第 三 時 間 間 隔
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内 で 前 記 第 二 電 圧 レ ベ ル に 変 更 さ れ 、 前 記 隣 接 走 査 線 の 前 記 電 圧 レ ベ ル は 、 第 四 時 間 間 隔
内 で 前 記 第 一 電 圧 レ ベ ル に 変 更 さ れ 、 前 記 隣 接 す る 走 査 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素
の 前 記 画 素 電 極 は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 容 量 的 に 充 電 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 駆 動 方 法 。
 
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 一 時 間 間 隔 は 前 記 第 三 時 間 間 隔 に 等 し く 、 前 記 第 二 時 間 間 隔 は 前 記 第 四 時 間 間 隔
に 等 し い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 駆 動 方 法 。
 
【 請 求 項 ７ 】
　 複 数 の 走 査 線 及 び 複 数 の 信 号 線 を 備 え 、 各 走 査 線 及 び 各 信 号 線 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （
Ｔ Ｆ Ｔ ） を 介 し て 対 応 す る 画 素 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト は 、 対 応 す る 前
記 走 査 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス は 、 対 応 す る 前 記 信 号 線 に 電 気 的 に 接
続 さ れ 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の ド レ イ ン は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 、 前 記 対 応 す る 走 査 線 に 隣 接
す る 隣 接 走 査 線 及 び 前 記 画 素 の 画 素 電 極 を 介 し て 共 通 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 共 通
電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 共 通 電 圧 値 で あ る デ ィ ス プ レ イ 駆 動 方 法 で あ っ て 、 該 駆 動 方 法 は 、
　 前 記 対 応 す る 走 査 線 に 接 続 さ れ た 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め に 、 前 記 対 応 す る 走 査 線 に
走 査 電 圧 を 印 加 し 、
　 前 記 画 素 の 前 記 画 素 電 極 を 充 電 す る た め に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ の 前 記 ド レ イ ン に 電 気 的 に 接 続
さ れ た 前 記 対 応 す る 信 号 線 に 信 号 電 圧 を 印 加 し 、
　 前 記 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 前 記 隣 接 走 査 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 電 極 の 前 記
電 圧 レ ベ ル を 変 更 す る た め に 、 前 記 隣 接 走 査 線 に プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 を 印 加 し 、
　 前 記 隣 接 走 査 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 の 前 記 画 素 電 極 は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間
間 隔 に フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 容 量 的 に 充 電 さ れ る こ と を 特 徴
と す る デ ィ ス プ レ イ 駆 動 方 法 。
 
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 前 記 隣 接 走 査 線 に 容 量 的 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 プ レ チ
ャ ー ジ 電 圧 に よ り 、 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け 、 従 っ て 、 前 記 画 素 電 極 の 前 記 電 圧 レ ベ ル
と 前 記 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差 が 増 大 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 駆
動 方 法 。
 
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 画 素 の 前 記 隣 接 走 査 線 に 対 応 す る 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め に 、 前 記 隣 接 走 査 線 に
前 記 走 査 電 圧 を 印 加 し た 後 に 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 一 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 維
持 さ れ 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 前 記 第 二 時 間 間 隔 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧
に よ り 印 加 さ れ 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 三 時 間 間 隔 で 第 三 電 圧 レ ベ ル に 前 記 プ レ チ ャ ー ジ
電 圧 に よ り 印 加 さ れ 、
　 前 記 第 一 時 間 間 隔 及 び 前 記 第 三 時 間 間 隔 の 量 は 、 前 記 第 二 時 間 間 隔 よ り 小 さ く 、 前 記 第
三 電 圧 レ ベ ル は 、 前 記 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め の 電 圧 よ り 小 さ く 、
　 前 記 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 前 記 隣 接 走 査 線 に 容 量 的 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 プ レ チ
ャ ー ジ 電 圧 に よ り 前 記 ガ 素 電 極 に バ イ ア ス を か け 、 従 っ て 、 前 記 画 素 電 極 の 前 記 電 圧 レ ベ
ル と 前 記 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差 が 増 大 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の
駆 動 方 法 。
　
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 画 素 の 前 記 隣 接 走 査 線 に 対 応 す る 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め に 、 前 記 隣 接 走 査 線 に
前 記 走 査 電 圧 を 印 加 し た 後 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 一 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 維 持
さ れ 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 二 時 間 間 隔 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り
印 加 さ れ 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 三 時 間 間 隔 で 第 三 電 圧 レ ベ ル に 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に
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よ り 印 加 さ れ 、 前 記 第 一 時 間 間 隔 及 び 前 記 第 三 時 間 間 隔 の 量 は 、 前 記 第 二 時 間 間 隔 よ り 小
さ い く 、 前 記 第 三 電 圧 レ ベ ル は 、 前 記 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る た め の 電 圧 よ り 低 く 、
　 次 の 走 査 電 圧 が 、 前 記 画 素 の 前 記 隣 接 す る 走 査 線 に 対 応 す る 前 記 隣 接 Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン す る
た め に 前 記 隣 接 走 査 線 に 印 加 さ れ た 時 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 第 四 時 間 間 隔 で 第 三 電 圧 レ ベ
ル に 維 持 さ れ 、 前 記 隣 接 走 査 線 は 、 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 印 加 さ れ 、 前 記 隣 接 走 査
線 の 前 記 電 圧 レ ベ ル は 、 第 ５ 時 間 間 隔 内 で 前 記 第 二 電 圧 レ ベ ル に 変 更 さ れ 、 そ の 後 、 前 記
隣 接 走 査 線 は 、 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 変 更 さ れ 、 前 期 隣 接 走 査 線 の 前 記 電 圧 レ ベ ル
は 、 第 ６ 時 間 間 隔 内 で 前 記 第 一 電 圧 レ ベ ル に 変 更 さ れ 、 前 記 第 四 時 間 間 隔 及 び 前 記 第 六 時
間 間 隔 の 量 は 、 前 記 第 ５ 時 間 間 隔 よ り 小 さ く 、 前 記 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 前 記 隣 接 走 査
線 に 容 量 的 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 前 記 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 前 記 画 素 電 極 に バ イ ア ス を
か け 、 従 っ て 前 記 画 素 電 極 の 前 記 電 圧 レ ベ ル と 前 記 共 通 電 極 の 前 記 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 差
が 増 大 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 駆 動 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に 関 し 、 特 に 、 走 査 信 号 が 蓄 積 コ ン デ ン サ を 介 し て
隣 接 画 素 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 前 に 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 値 が 走 査 線 に 印 加 さ れ る 液 晶 表 示
装 置 の プ レ チ ャ ー ジ 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 そ の 大 き さ だ け で な く 、 多 種 多 様 の 画 像 タ イ プ を 向 上 さ せ て い る 。 現
在 で は 、 液 晶 テ レ ビ 等 の 多 く の 製 品 は 、 動 画 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る に も か か わ ら ず
、 多 く の LCDは 、 今 だ 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 又 は ワ ー ド プ ロ セ ッ シ ン グ 製 品 の 静 止 画
の た め に 用 い ら れ て い る 。 LCDは 、 従 来 の ブ ラ ウ ン 管 テ レ ビ に 比 べ て か な り 小 型 及 び 薄 型
で あ り 、 取 り 付 け 後 も 場 所 を 取 ら な い た め 、 人 々 の 生 活 に LCDの 人 気 が 増 々 上 昇 す る こ と
は 予 測 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 従 来 の LCD構 造 を 示 す 。 こ の LCDは 、 第 一 層 ガ ラ ス 基 板 及 び 第 二 層 ガ ラ ス 基 板 を
備 え る 。 LCDパ ネ ル １ ０ ０ は 、 画 像 を 表 示 す る た め の も の で あ る 。 複 数 の 走 査 線 １ ０ １ （
図 示 の ｎ 線 ） 及 び 信 号 線 （ 図 示 の ｍ 線 ） は 、 第 一 層 ガ ラ ス 基 板 上 に 格 子 状 に 配 置 さ れ て い
る 。 ス イ ッ チ と し て の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ TFT） １ ０ ３ は 、 各 走 査 線 １ ０ １ 及 び 各 信 号 線
１ ０ ２ の 交 差 点 の 近 く に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 各 TFT１ ０ ３ の ゲ ー ト は 、 走 査 線 １ ０ １ の う ち の 一 つ に 結 合 さ れ て お り 、 各 TFT１ ０ ３ の
ソ ー ス は 、 信 号 線 １ ０ ２ の う ち の 一 つ に 結 合 さ れ て お り 、 各 TFT１ ０ ３ の ド レ イ ン は 、 画
素 電 極 １ ０ ４ の う ち の 一 つ に 結 合 さ れ て い る 。 第 二 層 ガ ラ ス 基 板 は 、 第 一 層 ガ ラ ス 基 板 に
対 し て 設 け ら れ て お り 、 第 一 層 ガ ラ ス 基 板 に は 、 ITO（ イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 ） 等 か ら な
る 共 通 電 極 １ ０ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 液 晶 が 、 第 一 層 ガ ラ ス 基 板 と 第 二 層 ガ ラ ス 基 板 と の
間 に 詰 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 走 査 線 １ ０ １ 及 び 信 号 線 １ ０ ２ は 、 そ れ ぞ れ 走 査 線 駆 動 回 路 １ ０ ６ 及 び 信 号 線 駆 動 回 路
１ ０ ７ に 結 合 さ れ て い る 。 走 査 線 駆 動 回 路 １ ０ ６ は 、 大 き な 電 圧 レ ベ ル を ｎ 走 査 線 １ ０ １
に 駆 動 さ せ 、 走 査 線 １ ０ １ に 付 随 す る 各 TFT１ ０ ３ の ス イ ッ チ を オ ン す る 。 走 査 線 駆 動 回
路 １ ０ ６ は 走 査 状 態 で あ る た め 、 信 号 線 駆 動 回 路 １ ０ ７ は 、 ｍ 信 号 線 に グ ラ デ ー シ ョ ン 電
圧 を 有 す る 代 表 画 像 を 出 力 す る 。 そ の 結 果 、 電 圧 は 、 対 応 す る 画 素 電 極 １ ０ ４ に 書 き 込 む
た め に 走 査 線 １ ０ ２ を 介 し て TFT１ ０ ３ に 結 合 さ れ る 。 書 き 込 ま れ た 画 素 電 極 １ ０ ４ は 、
透 過 光 線 の 明 る さ を 制 御 す る た め の 共 通 電 極 １ ０ ５ の 電 圧 レ ベ ル と は 異 な る グ ラ デ ー シ ョ
ン 電 圧 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 図 ２ は 、 走 査 線 駆 動 回 路 １ ０ ６ か ら 走 査 線 １ ０ １ 及 び 信 号 線 駆 動 回 路 １ ０ ７ か ら 信 号 線
１ ０ ２ へ の 従 来 の LCDの 波 形 図 を 示 す 。 こ こ で 、 VG1か ら VGnは 、 各 走 査 線 １ ０ １ の 走 査 信
号 で あ る 。 VG１ 乃 至 VGnの 各 間 隔 が 、 一 つ の 走 査 線 １ ０ １ の み を 提 供 し 、 そ の 後 全 て の 走
査 線 １ ０ １ を 提 供 す る こ と は 明 ら か で あ る 。 こ こ で 、 VDは 信 号 線 １ ０ ２ に 出 力 さ れ た グ ラ
デ ー シ ョ ン 電 圧 の デ ー タ 信 号 で あ る 。 デ ー タ 信 号 の 強 度 （ そ の 電 圧 レ ベ ル の 振 幅 ） は 、 表
示 さ れ る 画 像 に よ り 判 断 さ れ る 。 Vcomは 、 共 通 電 極 １ ０ ５ の 電 圧 レ ベ ル で あ り 、 通 常 、 経
時 的 に 不 変 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 述 の 従 来 の LCDを 、 例 え ば 、 現 在 の テ レ ビ 装 置 等 の 動 画 デ ィ ス プ レ イ に 用 い る と 、 大
量 の 動 画 を 必 要 と す る 。 し か し な が ら 、 LCDの ホ ー ル ド 型 ア ド レ ス 方 法 に よ る と 、 表 示 光
は 、 画 素 に 書 き 込 ま れ た デ ー タ か ら 次 の 期 間 の 書 き 込 み 操 作 へ の フ ィ ー ル ド 期 間 長 に 保 持
さ れ る 。 こ の た め 、 エ ッ ジ ぼ け が 生 じ る 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 多 く の 改 良 が 提 案
さ れ て い る 。 例 え ば 、 Tノ ー ズ 、 Mス ズ キ 、 Dサ サ キ 、 Mイ マ イ 及 び Hハ ヤ マ に よ る 「 LCDの 動
画 表 示 の た め の ブ ラ ッ ク ス ト ラ イ プ 駆 動 構 造 」 が ２ ０ ０ １ 年 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン デ ィ ス
プ レ イ 社 会 に お い て NECに よ り 開 示 さ れ て い る 。 そ の 回 路 の 構 造 は 、 複 雑 で あ り 、 特 別 な
ゲ ー ト 入 力 波 形 及 び 高 い デ ー タ 周 波 数 を 必 要 と す る 。 一 方 、 RC遅 延 効 果 は 、 ゲ ー ト 回 路 か
ら 誘 起 さ れ る た め 、 大 規 模 及 び 高 解 像 度 の パ ネ ル に は 適 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 更 に 、 Gナ カ ム ラ 、 Kミ ワ 、 Mノ グ チ 、 Yワ タ ナ ベ 及 び Jマ ミ ヤ に よ る 「 新 規 広 視 野 角 動 画 L
CD」 が 、 １ ９ ９ ８ 年 の SIDに お い て IBMジ ャ パ ン に よ り 開 示 さ れ て い る 。 そ の 構 造 は 、 上 半
分 及 び 下 半 分 に 分 割 さ れ て い る た め 、 ２ つ の デ ー タ 駆 動 ICが 必 要 と さ れ る 。 そ の 構 造 は 、
コ ス ト を 上 昇 さ せ る だ け で な く 、 ブ ラ ッ ク イ ン サ ー ト 率 が ５ ０ ％ だ け で あ る こ と か ら 、 液
晶 セ ル の 伝 送 が 大 幅 に 下 が る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 の 従 来 の 構 図 及 び 当 業 者 に と っ て 周 知 の 技 術 で は 、 多 く の 問 題 が 存 在 す る 。 そ の 問
題 は 、 例 え ば 、 パ ネ ル を 大 規 模 又 は 高 解 像 度 の も の に 適 用 す る こ と が で き ず 、 又 は 、 パ ネ
ル を 低 反 転 駆 動 方 法 の み に 用 い る こ と が で き る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 大 規 模 及 び 高 解 像 度 の パ ネ ル を 提 供 す る た め に 、 関 連 産 業 の 製 造 業 者 は 、 別 の LCD構 造
体 ３ ０ ０ を 提 案 す る 。 こ こ で 、 LCD構 造 体 に 相 当 す る 回 路 図 を 図 ３ に 示 す 。 説 明 の 簡 素 化
の た め に 、 構 造 部 分 の み を 図 ３ に 示 す 。 LCD構 造 体 ３ ０ ０ は 、 走 査 線 ３ ０ １ (n） 及 び ３ ０
１ (n+1)と 、 信 号 線 ３ ０ ２ (n)及 び ３ ０ ２ (n+1)と を 有 す る 。 従 っ て 、 TFT３ ０ ３ (n)及 び ３
０ ３ (n+1)は 、 信 号 線 ３ ０ １ (n)及 び ３ ０ ２ (n)に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 広 視 野 角 を 有 す る LCD構 造 体 ３ ０ ０ の TFT、 例 え ば ３ ０ ３ (n)は 、 ゲ ー ト を 介 し て 走 査 線
３ ０ １ (n)に 結 合 さ れ て お り 、 ソ ー ス は 、 信 号 線 ３ ０ ２ (n)に 結 合 さ れ て い る 。 TFT３ ０ ３ (
n)の ド レ イ ン は 、 ゲ ー ト /ド レ イ ン キ ャ パ シ タ Cgdを 介 し て そ の ゲ ー ト に 結 合 さ れ 、 蓄 積 コ
ン デ ン サ Cstを 介 し て 走 査 線 ３ ０ １ (n+1)に 結 合 さ れ 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcを 介 し て 共 通 電
極 に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 隣 接 す る TFT３ ０ ３ (n+1)も 同 様 に 、 ゲ ー ト は 、 走 査 線 ３ ０ １ (n+1)に 結 合 さ れ 、 ソ ー ス
は 、 信 号 線 ３ ０ ２ (n+1)に 結 合 さ れ て い る 。 そ の ド レ イ ン は 、 Cgdを 介 し て そ の ゲ ー ト に 結
合 さ れ 、 Cstを 介 し て 前 の 走 査 線 ３ ０ １ （ n） に 結 合 さ れ 、 Clcを 介 し て Vcomに 結 合 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 LCD構 造 体 ３ ０ ０ の 駆 動 方 法 は 、 容 量 的 な 結 合 駆 動 方 法 で あ る 図 ４ に 示 す 波 形 図 の 通 り
で あ る 。 図 に よ る と 、 電 圧 値 Vg(n)及 び Vg(n+1)は 、 そ れ ぞ れ 走 査 線 ３ ０ １ (n)及 び ３ ０ １ (
n+1)を 満 た し 、 電 圧 値 Vs(n)及 び Vs(n+1)は 、 そ れ ぞ れ 信 号 線 ３ ０ ２ (n)及 び ３ ０ ２ (n+1)を
満 た す 。 駆 動 方 法 は 、 ４ ゲ ー ト の 電 圧 値 、 即 ち 、 TFTオ ン 電 圧 、 TFTオ フ 電 圧 、 Vg(+)及 び V
g(-)を 備 え る 。 ま ず 、 信 号 電 圧 Vsは 、 TFTを 介 し て 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る 。 画 素 の 充 電 後
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、 前 又 は 次 の 段 階 の 信 号 線 を 含 み 、 容 量 的 に 結 合 さ れ た 駆 動 電 圧 は 、 Cstか ら フ ィ ー ド バ
ッ ク さ れ た 画 素 電 極 Vg(+)及 び Vg(-)に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 駆 動 方 法 は 、 画 素 電 圧 を 信 号 に 印 加 す る 電 圧 よ り 大 き く す る こ と が で き る 場 合 、 即 ち 、
信 号 値 を 小 さ く す る こ と が で き る 場 合 に 有 利 で あ る 。 そ の よ う な LCD駆 動 構 造 で は 、 隣 接
走 査 線 に 異 極 性 の 電 圧 値 （ 即 ち 、 コ ラ ム 反 転 駆 動 構 造 ） が 常 時 供 給 さ れ る た め 、 こ の 駆 動
方 法 を 通 じ て 信 号 線 及 び 共 通 電 極 の 間 の キ ャ パ シ タ ン ス に よ る 電 圧 値 の 変 動 が 生 じ る 。 ま
た 、 こ の 駆 動 構 造 は 、 信 号 線 及 び 画 素 電 極 と の 間 の 寄 生 キ ャ パ シ タ ン ス に よ る 縦 の ク ロ ス
ト ー ク を 排 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ２ ０ ０ ０ 年 の SIDに お い て 松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 に よ り 、 ナ カ オ ケ ン ジ 、 イ シ ハ ラ シ ョ
ウ イ チ 、 タ ナ カ ヨ シ ノ リ 、 ス ズ キ ダ イ イ チ 、 ウ エ ム ラ ツ ヨ シ 、 ツ ダ ケ イ ス ケ 、 キ ズ ノ リ ユ
キ 及 び コ バ ヤ シ ジ ュ ン イ チ に よ る 「 容 量 的 な 結 合 駆 動 方 法 を 用 い た OCBモ ー ド TFT-LCDの 応
答 時 間 の 向 上 」 は 、 別 の 従 来 の LCD構 造 体 を 開 示 し て い る 。 こ こ で は 、 迅 速 な 応 答 を 有 す
る 光 学 自 己 補 償 復 屈 折 （ OBC） が LCDに 提 案 さ れ て い る 。 容 量 的 に 結 合 さ れ た 電 圧 は 、 こ の
駆 動 方 法 に 用 い ら れ 、 迅 速 な 応 答 を 得 る べ く 画 素 を オ ー バ ー ド ラ イ ブ さ せ る た め に 、 電 圧
値 は 、 隣 接 走 査 線 及 び 画 素 電 極 の 間 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 隣 接 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 消 費 電 力 を 削 減 す る た め に 、 別 の 従 来 の LCD構 造 体 を 適 用 す る こ と が で き る 。 例
え ば 、 ジ ャ ク ソ ン へ ク タ ー 、 パ ス カ ル ブ ッ チ ャ ー （ Buchschacher） に よ る 「 AMLCDモ バ イ
ル デ ィ ス プ レ イ チ ッ プ セ プ ト の た め の 低 電 力 駆 動 オ プ シ ョ ン 」 が 、 ２ ０ ０ ２ 年 の SIDに お
い て 開 示 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 LCDの 低 電 力 消 費 は 、 そ の 提 案 さ れ た 構 造 に よ り 達 成 さ
れ る 。 操 作 電 圧 領 域 を 低 下 さ せ る た め に 、 そ の 駆 動 方 法 に は 、 隣 接 走 査 線 及 び 画 素 電 極 の
間 の Cstを 介 し て 画 素 電 極 を プ レ チ ャ ー ジ す る 容 量 結 合 方 法 を 用 い る 。 例 え ば 、 正 の 領 域
の 間 、 正 の 電 圧 （ Vsat+Vth） /２ が 印 加 さ れ 、 こ こ で は 、 Vsatは 画 素 電 極 の 飽 和 電 圧 で あ
り 、 Vthは 、 そ の 閾 電 圧 で あ る 。 従 っ て 、 電 圧 領 域 は 、 消 費 電 力 を 低 下 さ せ る た め に 削 減
さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 の LCD及 び 駆 動 方 法 は 有 益 で は あ る が 、 単 に 、 コ ラ ム 反 転 駆 動 方 法 又 は 低 反 転 駆 動
方 法 に の み 適 応 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 ま す ま す 大 規 模 な LCDが 必 要 と さ れ て
い る た め 、 駆 動 方 法 は 、 旧 式 の 従 来 の 駆 動 方 法 と は 対 照 的 に ド ッ ト 反 転 駆 動 方 法 と し て 開
発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 LCDの TFTを 有 す る 画 素 が オ ン さ れ る 前 に 電 圧 値 が 走 査 線 に プ レ チ ャ ー ジ さ れ
、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 値 は 、 TFT自 身 を オ ン し な い 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 を 提 供 す る 。 プ
レ チ ャ ー ジ 電 圧 値 は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 走 査 線 に 結 合 さ れ た 隣 接 画 素 に 容 量 的 に 結
合 さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 駆 動 方 法 で は 、 画 素 電 極 の 電 圧 値 は 、 共 通 電 極 の 電 圧 値 又 は そ
の 近 傍 で 維 持 さ れ る 。 従 っ て 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 及 び ホ ー ル ド 型 ア ド レ ス 方 法 が LCD
に 適 用 さ れ る た め 、 画 像 の エ ッ ジ ぼ け が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 駆 動 方 法 で は 、 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 及 び 消 費 電 力 の 削 減 方 法 を 提
供 す る 。 画 素 を オ ー バ ー ド ラ イ ブ す る た め に 電 圧 値 に よ り 画 素 電 極 が プ レ チ ャ ー ジ さ れ る
た め 、 消 費 電 力 は 、 本 実 施 態 様 に よ り 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 本 発 明 の 方 法 で は 、 大 規 模 な Ｌ Ｃ Ｄ を 実 現 す る た め に 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 を 、 ブ ラ ッ ク フ
レ ー ム 挿 入 、 液 晶 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 及 び 消 費 電 力 の 削 減 の た め に 適 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCD駆 動 方 法 が LCD構 造 体 に 提 供 さ れ る 。 LCD構 造 体 は 、
複 数 の 走 査 線 及 び 複 数 の 信 号 線 を 備 え 、 各 走 査 線 及 び 各 信 号 線 は 、 TFTを 介 し て 対 応 す る
画 素 に 結 合 さ れ て い る 。 TFTの ゲ ー ト は 、 対 応 す る 走 査 線 に 結 合 さ れ 、 TFTの ソ ー ス は 、 対
応 す る 信 号 線 に 結 合 さ れ 、 TFTの ド レ イ ン は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス を 介 し て 走 査 線 に 隣 接
す る 走 査 線 に 結 合 さ れ 、 ま た 、 画 素 の 画 素 電 極 を 介 し て 共 通 電 極 に 結 合 さ れ る 。 共 通 電 極
の 電 圧 値 は 、 共 通 の 電 圧 値 で あ る 。 LCDの 駆 動 方 法 は 、 走 査 線 に 対 応 す る Ｔ Ｆ Ｔ を 開 放 す
る た め に 、 走 査 電 圧 に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 信 号 電 圧 レ ベ ル に よ り Ｔ Ｆ Ｔ の ド レ
イ ン に 結 合 さ れ た 信 号 線 に バ イ ア ス を か け 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 隣 接 走 査 線 を プ レ チ
ャ ー ジ し 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス を 介 し て 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル を 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 値 は 、 Cst/Ctotal・ (Vpre)に よ り 変 わ り
、 こ こ で は 、 Vpreは プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 値 で あ り 、 Cstは 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス で あ り
、 Ctotalは 画 素 電 極 の 全 キ ャ パ シ タ ン ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 は 、 画 素 の TFTを オ ン す る た め に 走 査 線 電
圧 に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 走 査 線 は 、 第 一 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 維 持 さ
れ 、 第 二 時 間 間 隔 内 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 走 査 線 を プ レ チ ャ ー ジ す
る 。 こ こ で は 、 第 二 電 圧 レ ベ ル は 、 TFTを オ ン せ ず 、 走 査 線 に 結 合 さ れ た 隣 接 画 素 の 画 素
電 極 は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に 容 量 的 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 は 、 画 素 電 極 の 電 圧 値 が 共 通 電 圧 の 電 圧
値 よ り 小 さ い 場 合 、 共 通 電 極 の 共 通 の 電 圧 値 に 近 づ く よ う に 、 正 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ
り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け 、 電 圧 値 を 第 二 時 間 間 隔 で 維 持 す る 。 本 発 明 の 本 態 様 で は 、
Ｌ Ｃ Ｄ の ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 は 、 第 二 時 間 間 隔 内 で 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 は 、 第 三 時 間 間 隔 内 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に 走
査 電 圧 に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 第 四 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 走 査 線 に バ イ
ア ス を か け 、 こ こ で 、 走 査 線 に 結 合 さ れ た 隣 接 画 素 の 画 素 電 極 は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で
プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に 容 量 的 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 の LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル よ り 大
き い 場 合 、 共 通 電 極 の 共 通 電 圧 値 に 近 づ く よ う に 、 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 画 素 電 極
に バ イ ア ス を か け 、 第 四 時 間 間 隔 内 で 電 圧 値 を 維 持 す る 。 本 発 明 の 本 態 様 で は 、 LCDの ブ
ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 は 、 第 二 時 間 間 隔 内 で 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 上 述 の 態 様 に よ る と 、 Ｌ Ｃ Ｄ の 駆 動 方 法 が 提 供 さ れ る 。 該 駆 動 方 法 は 、 プ レ チ
ャ ー ジ 電 圧 に よ り 隣 接 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス を 介 し て 画 素 電 極 に
結 合 し 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 内 で 、 画 素 電 極 を 共 通 電 極 の 電 圧 値 の 同 等 の 電 圧 値 で 維
持 す る 。 隣 接 走 査 線 の バ イ ア ス 方 法 は 、 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ が オ ン さ れ る よ う に 走 査 電 圧 値 に よ
り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け た 時 、 走 査 線 が プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 第 一 電 圧 レ ベ ル か ら 第
二 電 圧 レ ベ ル に 第 一 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 内 で バ イ ア ス を か け る よ う に 、 走 査 線 は 第 一 電 圧
レ ベ ル に バ イ ア ス を か け ら れ 、 こ こ で は 、 第 二 電 圧 レ ベ ル は 、 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン し な い
。 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 第 一 フ ィ ー ド バ ッ ク 間 隔 内 で 、 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と 同 等
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に お け る LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 走 査 線 に 容 量 的 に 結 合 さ れ た 隣
接 画 素 の 画 素 値 は 、 (Cst/Ctotal)・ Vpreに 変 更 さ れ 、 こ の 場 合 、 Vpreは プ レ チ ャ ー ジ 電 圧
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で あ り 、 Cｓ ｔ は 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス で あ り 、 Ctotalは 画 素 の 全 キ ャ パ シ タ ン ス で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 は 、 画 素 電 極 の 電 圧 値 が 共 通 電 極 の 電 圧
値 よ り 小 さ い 場 合 に 、 共 通 電 極 の 共 通 の 電 圧 値 に 近 づ く よ う に 画 素 電 極 に 正 の プ レ チ ャ ー
ジ 電 圧 の バ イ ア ス を か け 、 第 一 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 内 で 電 圧 値 を 維 持 す る 。 本 発 明 の
こ の 態 様 で は 、 LCDの ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 は 、 第 一 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 内 で 終 了 す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ こ で 、 隣 接 す る 走 査 線
に バ イ ア ス を か け る 方 法 は 、 画 素 の TFTが オ ン す る よ う に 、 走 査 電 圧 値 に よ り 走 査 線 に バ
イ ア ス を か け る と 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 第 二 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル
か ら 第 三 電 圧 レ ベ ル ま で 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る よ う に 、 第 一 電 圧 レ ベ ル に よ り 走 査 線
に バ イ ア ス が か け ら れ る 。 こ の 場 合 、 第 三 電 圧 レ ベ ル は 、 画 素 の TFTを オ ン し な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 で の LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 走 査 線 に 容 量 的 に 結 合 さ れ た 隣 接 画
素 の 画 素 値 は 、 Vpreが プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 で あ り 、 Cstが 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス で あ り
、 Ctotalが 画 素 の 全 キ ャ パ シ タ ン ス で あ る 場 合 、 （ Cst/Ctotal） ・ Vpreに 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 は 、 画 素 電 極 の 電 圧 値 が 共 通 電 極 の 電 圧
値 よ り 小 さ い 場 合 、 共 通 電 極 の 共 通 の 電 圧 値 に 近 づ く よ う に 画 素 電 極 に 正 の プ レ チ ャ ー ジ
電 圧 の バ イ ア ス を か け 、 第 二 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 内 で 電 圧 値 を 維 持 す る 。 本 発 明 の こ
の 態 様 で は 、 LCDの ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 は 第 二 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 内 で 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 は 提 供 さ れ 、 こ の 場 合 、 プ レ チ ャ ー ジ 電
圧 に よ り 、 容 量 結 合 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス を 介 し て 隣 接 走 査 線 へ 画
素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。 そ の 結 果 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と
の 間 の 違 い は 増 大 す る 。 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル よ り 大 き い 場 合 、
共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル よ り 小 さ い 場 合 、 画 素 電 極 は 、 正 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 画 素 電
極 の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル よ り 大
き い 場 合 、 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。 そ の 結 果 、 画 素 電
極 の 電 圧 レ ベ ル 及 び 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 違 い は 増 大 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ こ で は 、 隣 接 走 査 線 に
バ イ ア ス を か け る 方 法 は 、 画 素 の TFTが オ ン さ れ る よ う に 走 査 電 圧 レ ベ ル に よ り バ 走 査 線
に イ ア ス を か け る 場 合 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 第 二 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル か ら 第
二 電 圧 レ ベ ル ま で 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る よ う に 、 第 一 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル ま
で 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 。 第 一 時 間 間 隔 が 第 二 時 間 間 隔 よ り 短 い 場 合 、 第 二 電 圧 レ ベ
ル は 、 画 素 の TFTを オ ン せ ず 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 は 、 容 量 結 合 方 法 で 走 査 線 に 結 合 さ れ た
隣 接 画 素 の 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の よ う に 、 LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 第 二 時 間 間 隔 内 で
変 更 さ れ 維 持 さ れ る 。 こ こ で 、 第 二 時 間 間 隔 は 、 第 一 時 間 間 隔 よ り も 数 百 倍 か ら 数 千 倍 長
く な っ て い る 。 例 え ば 、 第 二 時 間 間 隔 が ミ リ セ カ ン ド (ms)オ ー ダ の 場 合 、 第 一 時 間 間 隔 は
マ イ ク ロ セ カ ン ド (μ s)オ ー ダ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 場 合 、 走 査 線 に バ イ
ア ス を か け る 方 法 は 、 第 三 時 間 間 隔 内 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 第 四
時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 第 三 時 間 間 隔 は 、 第 四 時 間 間 隔
よ り も 短 く 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 は 、 容 量 結 合 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 走 査 線 に 結 合 さ れ た 隣
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接 画 素 の 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 の よ う な LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 第 四 時 間 間 隔 内 で 変
更 さ れ 維 持 さ れ 、 第 四 時 間 間 隔 は 、 第 三 時 間 間 隔 よ り も 数 百 倍 か ら 数 千 倍 長 く な っ て い る
。 例 え ば 、 第 四 時 間 間 隔 の 存 続 時 間 が 、 ミ リ セ カ ン ド （ ms） オ ー ダ で あ る と 、 第 三 時 間 間
隔 の 存 続 時 間 は 、 マ イ ク ロ セ カ ン ド (μ s)オ ー ダ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 駆 動 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 場 合 、 走 査 線 に バ イ ア ス を
か け る 方 法 は 、 画 素 の TFTが オ ン さ れ る よ う に 、 走 査 電 圧 レ ベ ル に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス
を か け た 場 合 、 第 一 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル に 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 第 二 時 間 間
隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ ル か ら 第 二 電 圧 レ ベ ル に プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を
か け 、 第 三 時 間 間 隔 内 で 第 三 電 圧 レ ベ ル に プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り バ イ ア ス を か け る 。 第
一 時 間 間 隔 及 び 第 三 時 間 間 隔 の 合 計 が 第 二 時 間 間 隔 よ り 短 い 場 合 、 第 三 電 圧 レ ベ ル は 、 画
素 の TFTを オ ン せ ず 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 は 、 容 量 結 合 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 走 査 線 に 結 合
さ れ た 隣 接 画 素 の 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る 。 そ の 結 果 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 及 び 共 通 電 極
の 電 圧 レ ベ ル の 間 の 違 い が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 の LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 、 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル よ り
大 き い 場 合 、 即 ち 、 第 一 電 圧 レ ベ ル か ら 第 二 電 圧 レ ベ ル ま で 走 査 線 に バ イ ア ス を か け た 場
合 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と の 間 の 違 い が 増 加 す る よ う に 、 正 の
プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。 第 二 電 圧 レ ベ ル か ら 第 三 電 圧 レ ベ
ル ま で 走 査 線 に バ イ ア ス を か け た 場 合 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と
の 間 の 差 が 更 に 増 加 す る よ う に 、 別 の 正 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を
か け る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 述 の LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 第 二 時 間 間 隔 内 で 変 更 さ れ
維 持 さ れ る 。 第 二 時 間 間 隔 は 、 第 一 時 間 間 隔 よ り も 数 百 倍 か ら 数 千 倍 長 く な っ て い る 。 例
え ば 、 第 二 時 間 間 隔 が ミ リ セ カ ン ド （ ms） オ ー ダ で あ る と 、 第 一 時 間 間 隔 及 び 第 三 時 間 間
隔 の 合 計 は 、 マ イ ク ロ セ カ ン ド (μ s)オ ー ダ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 LCDの 駆 動 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ こ で 、 走 査 線 に バ イ ア
ス を か け る 方 法 は 、 画 素 の 全 て の TFTが オ ン さ れ る よ う に 第 一 時 間 間 隔 内 で 第 一 電 圧 レ ベ
ル に 走 査 電 圧 に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 第 二 時 間 間 隔 内 で 第 二 電 圧 レ ベ ル に 所 定 の
電 圧 レ ベ ル に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け 、 第 三 時 間 間 隔 内 で 、 第 一 電 圧 レ ベ ル か ら 第 三
電 圧 レ ベ ル に プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 。 第 三 時 間 間 隔 及 び 第 一
時 間 間 隔 の 合 計 が 第 二 時 間 間 隔 よ り 短 い 場 合 、 第 一 電 圧 レ ベ ル は 、 画 素 の TFTを オ ン せ ず
、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 は 、 容 量 結 合 フ ィ ー ド バ ッ ク 方 法 で 走 査 線 に 結 合 さ れ た 隣 接 画 素 の 画
素 電 極 に 結 合 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 及 び 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 違
い が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 述 の よ う な LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
よ り 大 き い 場 合 、 即 ち 、 第 一 電 圧 レ ベ ル か ら 第 二 電 圧 レ ベ ル ま で 走 査 線 に バ イ ア ス を か け
た 場 合 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 及 び 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 間 の 違 い が 増 加 す る よ う に 、
正 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。 第 二 電 圧 レ ベ ル か ら 第 三 電 圧
レ ベ ル ま で 走 査 線 に バ イ ア ス を か け た 場 合 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 及 び 共 通 電 極 の 電 圧 レ
ベ ル の 間 の 違 い が 更 に 増 加 す る よ う に 、 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス
を か け る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 の LCDの 駆 動 方 法 に よ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 第 二 時 間 間 隔 内 及 び 第 三 時
間 間 隔 内 で 変 更 さ れ 維 持 さ れ る 。 第 二 時 間 間 隔 は 、 第 一 時 間 間 隔 及 び 第 三 時 間 間 隔 の 合 計
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よ り も 数 百 倍 か ら 数 千 倍 長 く な っ て い る 。 例 え ば 、 第 二 時 間 間 隔 が ミ リ セ カ ン ド （ ms） オ
ー ダ で あ る と す る と 、 第 一 時 間 間 隔 及 び 第 三 時 間 間 隔 の 合 計 は 、 マ イ ク ロ セ カ ン ド (μ s)
オ ー ダ と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 は 、 走 査 信 号 が 加 え ら れ る 前 、 即 ち 、 LCD画 素 の TFTが オ ン さ れ る 前 に TFTを オ ン
し な い プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り LCDの 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 工 程 を 含 む LCDの 駆 動 方 法
を 提 供 す る 。 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス を 介 し て 走 査 線 に 結 合 さ れ た 隣 接
画 素 に 容 量 的 に 結 合 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 駆 動 方 法 で は 、 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 又 は 共 通 電 極 の 電
圧 レ ベ ル と 同 様 に な る よ う に 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る 。 従 っ て 、 ブ ラ
ッ ク フ レ ー ム の 挿 入 を 行 な う こ と が で き 、 即 ち 、 LCDに 適 応 さ れ た ホ ー ル ド 型 ア ド レ ス 方
法 の た め に 、 画 素 の エ ッ ジ ぼ け は 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る と 、 液 晶 は オ ー バ ー ド ラ イ ブ さ れ 、 消 費 電 力 は 削 減 さ れ
る 。 本 発 明 の 実 施 態 様 で は 、 画 素 を オ ー バ ー ド ラ イ ブ さ せ る た め に 、 所 定 の 電 圧 レ ベ ル が
画 素 電 極 に 印 加 さ れ る た め 、 消 費 電 力 は 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 駆 動 方 法 に よ る と 、 大 規 模 な LCDを 製 造 す る こ と が で き る よ う に 、 ド ッ ト 反 転
駆 動 は 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 、 液 晶 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 、 及 び 消 費 電 力 の 削 減 を 必 要 と す
る 。 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 態 様 を 説 明 す る 。
第 一 実 施 態 様
　 本 発 明 の 第 一 の 実 施 態 様 は 、 LCDの 駆 動 方 法 を 提 供 す る 。 図 ５ は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施
態 様 に よ る 駆 動 方 法 を 用 い た LCD構 造 体 を 示 す 。 LCD構 造 体 は 、 走 査 線 G(n-1)、 G(n)及 び G(
n+1)と 、 信 号 線 D(m-1)及 び D(m)と を 備 え る 。 図 示 す る よ う に 、 走 査 線 G(n-1)、 (Gn)及 び G(
n+1)と 信 号 線 D(m-1)及 び D(m)に よ り 構 成 さ れ る 対 応 す る 画 素 は 、 画 素 I、 画 素 II、 画 素 III
及 び 画 素 IVで あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 画 素 Iの TFTの ゲ ー ト が 走 査 線 G(n-1)に 結 合 さ れ て い る 場 合 、 画 素 II及 び 画 素 IIIの TFTの
ゲ ー ト は 、 走 査 線 G(n)に 結 合 さ れ 、 画 素 IVの TFTの ゲ ー ト は 、 走 査 線 G(n+1)に 結 合 さ れ て
い る 。 画 素 I及 び 画 素 IIIの TFTの ソ ー ス は 、 信 号 線 D(m-1)に 結 合 さ れ 、 画 素 II及 び 画 素 IV
の ソ ー ス は 信 号 線 D(m)に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 同 一 の 信 号 線 で は 、 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 IIIの TFTゲ ー
ト に 結 合 さ れ て お り 、 画 素 IIIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 次 の 段 階 の 画 素 の TFTの ゲ ー ト に 結 合
さ れ て い る 。 画 素 IVの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 IIの TFTの ゲ ー ト に 結 合 さ れ て お り 、 画 素 I
Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 前 の 画 素 の TFTの ゲ ー ト に 結 合 さ れ て い る 。 説 明 の 簡 略 化 の た め に
、 こ こ で は 、 ４ つ の 画 素 が 例 示 的 に 示 さ れ て い る が 、 LCD構 造 体 の 全 体 で は 、 複 数 の 画 素
が 含 ま れ て お り 、 各 画 素 の ゲ ー ト は 、 同 一 の 信 号 線 で 前 の 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 結 合 さ
れ 、 容 量 結 合 方 法 で 接 続 さ れ て い る 。 択 一 的 に 、 各 画 素 の ゲ ー ト は 、 同 一 の 信 号 線 で 次 の
画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 結 合 さ れ 、 容 量 結 合 方 法 で 接 続 さ れ て い る 。 全 パ ネ ル の LCDア レ
イ は 利 用 に 応 じ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る と 、 図 中 に Vpreと し て 示 さ れ て い る プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り
、 走 査 信 号 が 加 え ら れ る 前 、 即 ち 、 LCDの 対 応 す る 画 素 の TFTが オ ン さ れ る 前 に 、 走 査 線 に
バ イ ア ス を か け る 。 こ こ で 、 Vpreは 、 そ の 画 素 の TFTを オ ン せ ず に 信 号 線 の 電 圧 レ ベ ル を
変 更 す る 。 電 圧 Vpreは 、 同 一 信 号 線 に 結 合 さ れ た 前 又 は 次 の 段 階 に 属 す る 画 素 の 蓄 積 キ ャ
パ シ タ に 容 量 的 に 結 合 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ５ に 伴 う 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る と 、 駆 動 方 法 は 、 図 に Vcoｍ と し て 示 さ れ て い る 共
通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 又 は 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と 同 様 に な る よ う に 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
に バ イ ア ス を か け る 工 程 を 有 す る 。 従 っ て 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 を 行 な う こ と が で き る
た め 、 即 ち 、 ホ ー ル ド 型 ア ド レ ス 方 法 が LCDに 適 応 さ れ る た め 、 画 像 の エ ッ ジ ぼ け は 、 回
避 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る と 、 図 ５ に 示 す LCD構 造 体 は 、 そ の 液 晶 を オ ー バ ー ド ラ イ ブ さ
せ る た め 、 消 費 電 力 は 削 減 さ れ る 。 共 通 電 極 の 同 等 の 電 圧 レ ベ ル と な る よ う に 、 画 素 電 極
の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る 方 法 と 比 べ 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 は 、 画 素 を オ ー バ ー ド ラ
イ ブ さ せ る た め に 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ５ A乃 至 図 ５ Dは 、 画 素 I、 画 素 II、 画 素 III及 び 画 素 IVの 駆 動 方 法 の 概 略 波 形 図 を 示 す
。 本 発 明 の 実 施 態 様 で は 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 が 行 な わ れ る よ う に 、 共 通 電 圧 値 Vcom又
は そ の 近 傍 に 画 素 電 極 の 電 圧 値 に バ イ ア ス を か け る 。 説 明 の 簡 略 化 の た め に 、 以 下 に 、 図
５ A乃 至 図 ５ Dの 信 号 波 形 図 の み を 説 明 す る が 、 こ れ ら の 図 は 、 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る も
の で は な い 。 ま ず 、 図 ５ Aは 、 容 量 結 合 を 示 す 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル を 示 す 。 図 ５ Bで は 、
更 に 、 説 明 の 簡 略 化 の た め に 、 液 晶 キ ャ パ シ タ に G(n-1)を 介 し て 結 合 す る 画 素 電 極 の 電 圧
レ ベ ル を 示 す 。 駆 動 方 法 は 、 同 一 の 走 査 線 に 結 合 さ れ た 前 又 は 次 の 段 階 の 画 素 か ら 蓄 積 キ
ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 電 圧 値 に 結 合 す る 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ Aは 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 の 駆 動 方 法 に よ る 画 素 Iの 駆 動 信 号 波 形 を 示 す 。 プ レ
チ ャ ー ジ 電 圧 は 、 次 の 段 階 の 走 査 線 及 び そ の 画 素 電 極 の 間 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素
Iの 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る 。 図 ５ に 対 応 す る 回 路 と 共 に 図 ５ Aを 参 照 す る と 、 図 の 上 方 の 黒
の 実 線 は 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 、 即 ち 、 図 中 の Vp(I)を 示 す 。 太 い 破 線 は 、 走 査
線 G(n-1)の 信 号 波 形 で あ る 。 以 下 に 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に 作 用 す る 走 査 線 G(n
)の 信 号 波 形 に つ い て 説 明 す る 。 他 の 走 査 線 の 信 号 波 形 に つ い て も 同 様 で あ る た め 、 更 な
る 説 明 は 省 略 さ れ る 。
走 査 線 G(n)の 信 号 波 形
　 画 素 IIIの TFTが オ ン さ れ る と 、 走 査 線 G(n)は 、 第 一 時 間 間 隔 T１ 内 で 電 圧 レ ベ ル V１ に 維
持 さ れ る 。 ま ず 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か け る 。 こ こ で 、
Vpreは 、 走 査 線 G(n)の 電 圧 レ ベ ル VG(n)が V１ か ら V２ に 変 更 さ せ る が 、 画 素 IIIの TFTを オ
ン し な い 。 VG(n)が V２ か ら V３ に 変 わ る よ う に 、 そ の 後 、 第 二 時 間 間 隔 T２ の 後 に 走 査 電 圧
に よ り 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か け る 。 そ の 後 、 画 素 の TFTは オ ン さ れ る 。 画 素 IIIに 隣 接
す る 画 素 Iの 電 圧 レ ベ ル は 、 Vcomか ら V４ へ 変 わ る 。 時 間 間 隔 T３ で V２ に 戻 る よ う に 電 圧 レ
ベ ル VG(n)に バ イ ア ス を か け 、 そ の 後 、 次 回 、 画 素 IIIの TFTを オ ン す る 前 に 、 時 間 間 隔 T４
で 電 圧 レ ベ ル V１ に 戻 る よ う に 電 圧 レ ベ ル VG(n)に バ イ ア ス を か け る 。
画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
　 上 述 の 説 明 に よ る と 、 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 同 一 の 信 号 線 D(m-1)で 画 素 IIIの TFT
の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て お り 、 画 素 IIIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 次 の 段 階 の TFTの ゲ ー ト に 接 続
さ れ て い る 。 従 っ て 、 走 査 線 G(n)の 画 素 IIIの 電 圧 レ ベ ル の 信 号 波 形 は 、 図 ５ Aの 中 間 部 分
に 示 さ れ る 。 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 IIIの TFTの ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る た め 、
プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か け た 時 、 走 査 線 G(n)の 電 圧 レ ベ ル
VG(n)は 、 V１ か ら V２ に 変 わ り 、 第 二 時 間 間 隔 で 維 持 さ れ る が TFTは ま だ オ ン さ れ な い 。 図
の 左 側 に 示 さ れ る 第 一 矢 印 の よ う に 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreは 、 画 素 の 画 素 電 極 に 容 量 的
に フ ィ ー ド バ ッ ク 結 合 さ れ る 。 現 状 の 画 素 Iは 負 の 領 域 に あ る た め 、 電 圧 レ ベ ル V４ 又 は 共
通 電 極 Vcomの 近 く と な る よ う に 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る た め に 、 図 ５ Aに 示 す よ う に
、 正 の 値 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 、 即 ち Vpre(+)に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 第 二 時 間 間 隔 T２ は 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 の タ イ ミ ン グ で あ る 。 本 発 明 の 実 施 態 様 に
よ る と 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 の 持 続 時 間 は 、 全 体 の フ レ ー ム の お よ そ ３ ０ ％ で あ る 。 こ
こ で 、 フ レ ー ム の 持 続 時 間 は 、 LCD構 造 体 の 全 て の 走 査 線 を 一 度 に 走 査 す る た め に 必 要 な
時 間 の 長 さ で あ る 。 こ の 構 造 は 、 設 計 要 求 に 基 づ き 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 極 性 が 反 転 す る と 、 図 の 右 側 の 第 二 矢 印 が 示 す よ う に 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
が 共 通 電 極 Vcomよ り 大 き い 場 合 、 VG(n)は 、 走 査 信 号 か ら 画 素 IIIで 電 圧 レ ベ ル V２ に 変 更
さ れ 、 第 三 時 間 間 隔 T３ の 後 に V１ に 戻 さ れ 、 第 四 時 間 間 隔 T４ で 維 持 さ れ る 。 VG(n)が V２
か ら V１ へ 変 わ る と 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreは 、 走 査 線 G(n)と 画 素 Iの 画 素 電 極 と の 間 の 蓄
積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る 。 現 状 の 画 素 Iは 、 正 の 領 域 に あ る た め 、 ブ
ラ ッ ク フ レ ー ム を 挿 入 す る と き に 、 共 通 電 極 に 戻 す よ う に 又 は 共 通 電 極 の 近 く と な る よ う
に 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る た め に 、 負 の Vpre、 即 ち 、 図 ５ Aに 示 す よ う
な Vpre(-)に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 実 施 態 様 の 上 述 の 説 明 に よ る と 、 LCD構 造 体 の 各 画 素 の ゲ ー ト が 、 同 一 の 信 号 線 に 伴
い 隣 接 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 容 量 的 に 結 合 さ れ る と 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 隣 接
画 素 の 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 時 の 時 間 、 即 ち 、 図 に 示 す 第 二 時 間 間 隔 T２ 又 は 第 ４ 時
間 間 隔 T４ の 開 始 時 間 は 、 容 量 的 に 結 合 さ れ た 画 素 の TFTが オ ン さ れ る 時 の 時 間 よ り も 前 で
あ る 。 そ の 後 、 画 素 電 極 は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ 、
こ こ で は 、 正 又 は 負 の 電 圧 レ ベ ル の Vpreは 、 極 性 に よ り 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 画 素 Iの 画 素 電 極 を 走 査 線 G(n)及 び 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー
ジ す る た め に 、 結 合 電 圧 値 、 即 ち 、 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ す る 時 の 画 素 電 極 の 電 圧 の 変
化 は 、 本 実 施 態 様 で は 、 (Cst/Ctotal)・ Vpreで あ り 、 Cstは 、 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ ス で
あ り 、 Ctotalは 、 画 素 電 極 の 全 キ ャ パ シ タ ン ス で あ る 。 即 ち 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 変 化
は 、 用 い ら れ た プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る と 、 時 間 間 隔 T1、 T2、 T3及 び T４ は 、 個 々 に 設 定 （ カ ス タ マ イ
ズ ） さ れ る 。 容 量 結 合 方 法 に よ る バ イ ア ス 時 間 、 即 ち 、 図 に 示 す 第 二 時 間 間 隔 T２ 及 び 第
４ 時 間 間 隔 T４ は 、 特 徴 付 け ら れ る よ う に 設 定 さ れ る 。 正 の 領 域 又 は 負 の 領 域 で 走 査 線 G(n
)の 電 圧 レ ベ ル に よ り 作 用 さ れ た 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 間 の 関 連 性 に よ る と 、 ド
ッ ト 反 転 駆 動 方 法 が 、 本 実 施 態 様 で は 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 同 一 の 駆 動 方 法 及 び そ の 説 明 を 、 図 ５ B乃 至 図 ５ Dに 示 す 信 号 波 形 図 に 適 応 す る 。 図 ５ C
の 画 素 IIIの 駆 動 信 号 波 形 図 は 、 図 ５ Aと 同 一 で あ る た め 、 こ こ で は 、 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ５ Bは 、 画 素 IIの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 し 、 図 ５ Dは 、 画 素 IVの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 す 。
図 ５ Bで は 、 図 ５ の 右 側 に 示 す よ う に 、 LCDア レ イ の 各 画 素 の ゲ ー ト は 、 同 一 の 信 号 線 に 伴
い 次 の 段 階 の 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 容 量 的 に 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 前 の 段 階 の 画 素 の 走
査 線 が プ レ チ ャ ー ジ さ れ る 時 間 は 、 Vp(II)と し て 図 示 さ れ る よ う に 、 容 量 的 に 結 合 さ れ た
画 素 の TFTが 次 の デ ー タ 書 込 み の た め に オ ン さ れ た 時 、 そ の 電 圧 レ ベ ル を 調 整 す る た め に
、 画 素 が 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ た 時 の 時 間 よ り 前 で あ る 。 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電
圧 Vpre(-)の 印 加 を 図 ５ Bの 左 側 の 矢 印 で 示 し 、 一 方 、 正 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpre(+)の 印
加 を 図 ５ Bの 右 側 の 矢 印 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 、 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に 戻 さ れ 又 は 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の
近 く と な る よ う に 調 節 さ れ た 場 合 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム は 挿 入 さ れ る 。 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム の
持 続 時 間 は 、 本 発 発 明 の 実 施 態 様 で は フ レ ー ム の 約 ３ ０ ％ で あ り 、 特 徴 づ け ら れ た よ う に
、 調 節 す る こ と が で き る 。 図 ５ Dの 画 素 IVの 駆 動 信 号 波 形 図 は 、 図 ５ Bと 同 様 で あ る た め 、
こ こ で は 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
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第 ２ 実 施 態 様
　 本 発 明 の 別 の 実 施 態 様 で は 、 走 査 信 号 に よ り LCDの 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 前 に 、 走
査 線 は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 で 、 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ る 。 こ こ で 、 電 圧
Vpreに よ る 電 圧 の 変 化 は 、 そ の TFTを オ ン し な い 。 電 圧 Vpreは 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て
同 一 の 走 査 線 に 結 合 さ れ た 前 又 は 次 の 段 階 の 画 素 の 画 素 電 圧 に 容 量 的 に 結 合 さ れ る 。 例 え
ば 、 図 ６ の 説 明 に 伴 う 本 発 明 の 実 施 態 様 で は 、 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 、 即 ち 、 Vcom、 又 は
共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル と 同 等 と な る よ う に 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ６ に 示 す LCD構 造 体 は 、 走 査 線 G(n-1)、 G(n)及 び G(n+1)と 信 号 線 D(m-1)及 び D(m)と を
備 え る 。 走 査 線 G(n-1)、 G(n)及 び G(n+1)と 信 号 線 D(m-1)及 び D(m)に よ り 構 成 さ れ る 対 応 す
る 画 素 は 、 図 に 示 す よ う に 、 画 素 I、 画 素 II、 画 素 III及 び 画 素 IVで あ る 。 画 素 Iの TFTの ゲ
ー ト が 走 査 線 G(n-1)に 結 合 さ れ る と 、 画 素 II及 び 画 素 IIIの TFTの ゲ ー ト は 走 査 線 G(n)に 結
合 さ れ 、 画 素 IVの TFTの ゲ ー ト は 走 査 線 G(n+1)に 結 合 さ れ る 。 画 素 I及 び 画 素 IIIの TFTの ソ
ー ス は 信 号 線 D(m-1)に 結 合 さ れ 、 画 素 II及 び 画 素 IVの ソ ー ス は 信 号 線 D(m)に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ５ A乃 至 図 ５ Dの 違 い は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 Tで プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 走
査 線 に バ イ ア ス を か け た 後 、 走 査 線 の 電 圧 レ ベ ル は 元 の レ ベ ル 、 即 ち 、 プ レ チ ャ ー ジ さ れ
る 前 の 電 圧 レ ベ ル に 戻 る こ と で あ る 。 本 発 明 の 実 施 態 様 で の 特 徴 と し た フ ィ ー ド バ ッ ク 時
間 間 隔 Tは 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム の 挿 入 の た め に 蓄 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ６ A乃 至 図 ６ Dは 、 画 素 I、 画 素 II、 画 素 III及 び 画 素 IVの 駆 動 方 法 の 概 略 波 形 図 を 示 す
。 ま ず 、 図 ６ Aは 、 画 素 Iの 信 号 波 形 図 を 示 す 。 図 の 上 方 の 黒 い 実 線 は 、 画 素 Iの 画 素 電 極
の 電 圧 レ ベ ル 、 即 ち 、 図 中 の Vp(I)を 示 す 。 太 い 破 線 は 、 走 査 線 G(n-1)の 信 号 波 形 を 示 す
。 以 下 に 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に 作 用 す る 走 査 線 G(n)の 信 号 波 形 に つ い て 説 明
す る 。 他 の 信 号 線 の 信 号 波 形 は 同 様 で あ る た め 、 更 な る 説 明 は 省 略 す る 。
走 査 線 G(n)の 信 号 波 形
　 画 素 IIIの TFTが オ ン す る と 、 走 査 線 G(n)は 、 第 一 時 間 間 隔 T１ 内 で 電 圧 レ ベ ル V１ か ら V
２ に バ イ ア ス を か け る よ う に TFTを オ ン し な い 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ る 。 プ レ
チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreは 、 一 定 の 時 間 間 隔 で 維 持 さ れ 、 時 間 間 隔 は 、 所 望 の と お り 構 成 さ れ 、
更 に 、 画 素 IIIの TFTが 次 の 時 間 に オ ン さ れ る 前 に 終 了 す る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 実 施 態 様 で
は 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム が 挿 入 さ れ る と 、 第 一 フ ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 T１ は 、 フ ィ ー ル ド
の 約 ３ ０ ％ で あ り 、 そ の 時 間 間 隔 は 、 所 望 の と お り 調 節 す る こ と が で き る 。 本 実 施 態 様 と
図 ５ A乃 至 図 ５ Dと の 間 の 違 い は 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か
け 、 時 間 間 隔 後 に 元 の 電 圧 レ ベ ル V1に 戻 る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 画 素 IIIの TFTを オ ン す る た め に 、 走 査 信 号 電 圧 に よ り 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か
け る 。 走 査 線 G(n)が 電 圧 レ ベ ル V１ に 戻 る と 、 一 定 時 間 停 止 す る 。 第 二 フ ィ ー ド バ ッ ク 間
隔 T２ 内 で 電 圧 レ ベ ル V１ か ら V５ ま で プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス
を か け る 。 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreは 、 所 望 の と お り 構 成 さ れ た 特 定 の 時 間 間 隔 内 で 維 持 さ
れ る だ け で あ り 、 さ ら に 、 画 素 IIIの TFTが 次 の 時 間 に オ ン さ れ る 前 に 終 了 す る 。
画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
　 上 述 の 説 明 に よ る と 、 同 一 の 信 号 線 D(m-1)1に 伴 い 、 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 II
Iの TFTの ゲ ー ト に 結 合 さ れ 、 ま た 、 画 素 IIIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 次 の 段 階 の TFTの ゲ ー ト
に 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 画 素 IIIの 走 査 線 G(n)の 信 号 波 形 を 図 ６ Aの 中 間 部 分 に 示 す 。 画 素
Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 IIIの TFTの ゲ ー ト に 結 合 さ れ て い る た め 、 走 査 線 が 、 第 一 フ
ィ ー ド バ ッ ク 時 間 間 隔 T1内 で Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ る と 、 即 ち 、 電 圧 レ ベ ル V1か ら
V2ま で 走 査 線 G(n)の 電 圧 レ ベ ル VG(n)に バ イ ア ス を か け る と 、 図 の 左 側 の 第 一 矢 印 の よ う
に 、 Vpreは 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 Iの 画 素 電 極 に 容 量 的 に フ ィ ー ド バ ッ ク 結 合 さ
れ る 。 画 素 Iが 負 の 領 域 に あ る 場 合 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル V４ は 、 共 通 電 極 の 電
圧 レ ベ ル Vcomよ り 小 さ い 。 従 っ て 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 時 に 、 V５ か ら 共 通 電 極 の 電 圧
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レ ベ ル に 戻 る よ う に 又 は 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 近 く と な る よ う に 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
に バ イ ア ス を か け る た め に 、 正 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpre、 即 ち 図 ６ Aに 示 す Vpre(+)に よ り
画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 そ の 後 、 極 性 が 反 転 す る と 、 図 の 右 側 の 第 二 矢 印 が 示 す よ う に 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電
圧 レ ベ ル V６ が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vcomよ り 大 き い 場 合 、 時 間 間 隔 Tで プ レ チ ャ ー ジ 電 圧
Vpreに よ り 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か け 、 即 ち 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreが 走 査 線 G(n)及 び
画 素 Iの 画 素 電 極 の 間 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る と 、 VG(n)は 、 電 圧
レ ベ ル V１ か ら 電 圧 レ ベ ル V５ に 変 わ る 。 現 状 の 画 素 Iは 正 の 領 域 に あ る た め 、 ブ ラ ッ ク フ
レ ー ム を 挿 入 す る 時 に 、 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vcomに 戻 る よ う に 又 は 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ
ル の 近 く と な る よ う に 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル V６ に バ イ ア ス を か け る た め に 、 図 ６ Aに 示 す
う よ う に 負 の Vpre、 即 ち Vpre(-)に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る と 、 時 間 間 隔 T１ 及 び T２ は 個 々 に 設 定 （ カ ス タ マ イ ズ ） さ れ る
。 容 量 結 合 方 法 に よ る バ イ ア ス 時 間 は 、 即 ち 、 図 に 示 す よ う な 第 一 時 間 間 隔 T１ 及 び 第 二
時 間 間 隔 T２ は 、 構 成 さ れ た よ う に 設 定 さ れ る 。 図 ６ Aに 示 す よ う に 正 の 領 域 又 は 負 の 領 域
で の 走 査 線 G(n)の 電 圧 レ ベ ル に よ り 作 用 さ れ た 画 素 Iの 画 素 極 性 の 電 圧 レ ベ ル の 間 の 関 連
性 に よ る と 、 本 実 施 例 で は 、 ド ッ ト 反 転 方 法 が 用 い ら れ る 。   
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 同 一 の 駆 動 方 法 及 び そ の 説 明 を 図 ６ A乃 至 図 ６ Dに 示 す 信 号 波 形 図 に 適 応 す る 。 図 ６ Cの
画 素 IIIの 駆 動 信 号 波 形 図 は 、 図 ６ Aと 同 一 で あ る た め こ こ で は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ６ Bは 、 画 素 IIの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 し 、 図 ６ Dは 、 画 素 IVの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 す 。
図 ６ Bで は 、 図 ６ の 右 側 に 示 す よ う に 、 LCDア レ イ の 各 画 素 の ゲ ー ト は 、 同 一 の 信 号 線 に 伴
い 次 の 段 階 の 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 容 量 的 に 結 合 さ れ て い る 。 従 っ て 、 フ ィ ー ド バ ッ ク
時 間 間 隔 Tで プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 前 の 段 階 の 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 。 即 ち 、
電 圧 レ ベ ル V1か ら V２ ま で 走 査 線 の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る と 、 走 査 線 に 容 量 的 に
結 合 さ れ た 画 素 の TFTが 次 の デ ー タ 書 き 込 み の 状 態 と な る 前 に 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに
よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。 画 素 IIが 正 の 領 域 に あ る 場 合 、 電 圧 レ ベ ル V３ か ら 共
通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vcomに 戻 す よ う に 又 は 近 く と な る よ う に 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に バ イ
ア ス を か け る た め に 、 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 値 Vpre、 即 ち 、 図 ６ Bの 左 側 の 矢 印 で 示 す Vpr
e(-)に よ り 画 素 電 極 に バ イ ア ス を か け る 。 一 方 で 、 画 素 IIが 負 の 領 域 に あ る 場 合 、 電 圧 レ
ベ ル V４ か ら 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vcomに 戻 す よ う に 又 は 近 く と な る よ う に 画 素 電 極 の 電
圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る た め に 、 正 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpre(+)に よ り 画 素 電 極 に バ
イ ア ス を か け る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 共 通 電 極 に 戻 さ れ 又 は 近 く に 調 整 さ れ る と 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム
は 挿 入 さ れ る 。 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム の 存 続 時 間 は 、 本 発 明 の 実 施 態 様 で は フ レ ー ム の 約 ３ ０
％ で あ り 、 さ ら に 、 構 成 さ れ た よ う に 調 整 す る こ と が で き る 。 図 ６ Dの 画 素 IVの 駆 動 信 号
波 形 図 は 、 図 ６ Bと 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 、 説 明 は 省 略 す る 。
第 ３ 実 施 態 様
　 本 発 明 の 別 の 実 施 態 様 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 液 晶 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 及 び 削 減 さ れ た
消 費 電 力 を 有 す る 駆 動 方 法 を 提 供 す る 。 図 ７ に 示 す LCD構 造 体 は 、 走 査 線 G(n-1)、 G(n)及
び G(n+1)と 信 号 線 D(m-1)及 び D(m)と を 備 え る 。 図 に 示 す よ う に 、 走 査 線 G(n-1)、 G(n)及 び
G(n+1)と 信 号 線 D(m-1)及 び D(m)と に よ り 構 成 さ れ る 対 応 す る 画 素 は 、 画 素 I、 画 素 II、 画
素 III及 び 画 素 IVで あ る 。 画 素 Iの TFTの ゲ ー ト が 走 査 線 G(n-1)に 結 合 さ れ る と 、 画 素 II及
び 画 素 IIIの TFTの ゲ ー ト は 走 査 線 G(n)に 結 合 さ れ 、 画 素 IVの TFTの ゲ ー ト は 走 査 線 G(n+1)
に 結 合 さ れ る 。 画 素 I及 び 画 素 IIIの TFTの ソ ー ス は 信 号 線 D(m-1)に 結 合 さ れ 、 画 素 II及 び
画 素 IVの ソ ー ス は 信 号 線 D(m)に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 図 ７ A乃 至 図 ７ Dは 、 画 素 I、 画 素 II、 画 素 III及 び 画 素 IVの 駆 動 方 法 の 概 略 波 形 図 を 示 す
。 本 発 明 の 実 施 態 様 で は 、 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に 戻 す よ う に 又 は そ の 近 く と な る よ う に
画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る 方 法 と 比 較 し て 、 本 実 施 態 様 で は 、 画 素 が オ ー
バ ー ド ラ イ ブ さ れ 消 費 電 力 が 削 減 さ れ る よ う に 、 画 素 の 電 圧 レ ベ ル が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ
ル Vcomよ り 高 い 場 合 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 は 更 に 増 加 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ７ Aは 、 画 素 Iの 信 号 波 形 図 を 示 す 。 図 の 上 方 の 黒 の 実 線 は 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧
レ ベ ル 、 即 ち 、 図 中 の Vp(I)を 示 す 。 太 い 破 線 は 、 走 査 線 G(n-1)の 信 号 波 形 で あ る 。 以 下
に 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に 作 用 す る 走 査 線 G(n)の 信 号 の 波 形 に つ い て 説 明 す る
。 他 の 走 査 線 の 信 号 波 形 は 同 様 で あ る た め 、 更 な る 説 明 は 省 略 さ れ る 。
走 査 線 G(n)の 信 号 波 形
　 図 ７ Aの 中 間 部 分 を 参 照 す る と 、 画 素 Iの TFTが オ ン さ れ 、 画 素 IIIの TFTが オ ン さ れ る と
、 第 一 時 間 間 隔 T１ 内 で 電 圧 レ ベ ル V１ か ら V２ ま で 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か け る よ う に
電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ る 。 こ こ で 、 Vpreは 、 そ の TFTを オ ン し な い 。 画 素 の 全
て の TFTを オ ン す る た め に 、 VG(n)が 電 圧 レ ベ ル V２ か ら V３ ま で バ イ ア ス を か け ら れ る よ う
に 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 走 査 線 G(n)に 再 度 バ イ ア ス を か け る 。 そ の 後 、 走 査 線 G(n)の
電 圧 レ ベ ル VG(n)は 、 V３ か ら V２ に 変 わ り 時 間 間 隔 T４ で 維 持 さ れ 、 V２ か ら V１ に 変 わ り 時
間 間 隔 T２ で 維 持 さ れ る 。
画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
　 上 述 の 説 明 に よ る と 、 同 一 の 信 号 線 D(m-1)に 伴 い 、 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 III
の TFTの ゲ ー ト に 結 合 さ れ 、 ま た 、 画 素 IIIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 次 の 段 階 の 画 素 の TFTの
ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 画 素 IIIの 走 査 線 G(n)の 信 号 波 形 を 図 ７ Aの 中 間 部 に 示
す 。 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 IIIの TFTの ゲ ー ト に 結 合 さ れ て い る た め 、 走 査 線 が V
preに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ た 場 合 、 図 の 左 側 の 第 一 矢 印 が 示 す よ う に 、 Vpreは 、 蓄 積 キ
ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 Iの 画 素 電 極 に 容 量 的 に フ ィ ー ド バ ッ ク 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 画 素 I
の 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 V４ か ら Vcomと は 更 に 異 な る V５ に 上 昇 す る 。 こ こ で 、 変 化 量
は 、 所 望 の と お り 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、 変 化 量 は (Cst/Ctotal)・ Vpreで あ り 、 こ こ で は 、
Cstは 、 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス で あ り 、 Ctotalは 、 画 素 I画 素 電 極 の 全 キ ャ パ シ タ ン
ス で あ る 。 即 ち 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 変 化 量 は 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 所 望 の と
お り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 と は 異 な り 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 増 加 時 間 は 、 変 化 せ ず に 維
持 さ れ て い る 電 圧 レ ベ ル の 増 加 時 間 よ り も 数 百 倍 か ら 数 千 倍 長 く な っ て い る 。 例 え ば 、 画
素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 増 加 時 間 は 、 ミ リ セ カ ン ド (ms)オ ー ダ で あ り 、 変 化 せ ず に 維 持 さ れ
て い る 電 圧 レ ベ ル の 時 間 は 、 マ イ ク ロ セ カ ン ド (μ s)オ ー ダ で あ る 。 当 然 、 そ の 違 い は 、
必 要 に 応 じ て 変 更 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 画 素 IIIの TFTが オ ン さ れ る と 、 電 圧 レ ベ ル VG
(n)が V１ か ら V２ に 増 加 す る よ う に 、 時 間 間 隔 T１ で プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 走 査 線 G(
n)に バ イ ア ス を か け 、 第 ３ 時 間 間 隔 T３ で 維 持 さ れ る 。 こ こ で 、 時 間 間 隔 T３ は 、 時 間 間 隔
T１ よ り も は る か に 長 い 。 例 え ば 、 時 間 間 隔 T３ が 、 ミ リ セ カ ン ド オ ー ダ で あ る と 、 時 間 間
隔 T１ は 、 マ イ ク ロ セ カ ン ド オ ー ダ で あ り 、 数 百 倍 か ら 数 千 倍 異 な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 そ の 後 、 極 性 が 反 転 す る と 、 図 の 右 側 の 第 二 矢 印 が 示 す よ う に 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電
圧 レ ベ ル が 共 通 電 圧 の 電 圧 レ ベ ル Vcomよ り 小 さ い 場 合 、 電 圧 レ ベ ル V２ か ら V１ ま で 走 査 線
G(n)の 電 圧 レ ベ ル VG(n)に バ イ ア ス を か け る 。 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreが 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ
を 介 し て 画 素 Iの 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 Ｖ ６ か ら Vcomと は
更 に 異 な る Ｖ ７ に 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 上 述 の 説 明 に よ る と 、 LCDの 各 画 素 の ゲ ー ト は 、 同 一 の 信 号 線 に 伴 い 容 量 結 合 方 法 で 前
の 段 階 の 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 結 合 さ れ る 。 走 査 線 が 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ
る 時 の 時 間 は 、 走 査 線 に 容 量 的 に 結 合 さ れ た 画 素 の TFTに 書 き 込 ま れ た デ ー タ の 後 で あ り
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、 画 素 の TFTが オ ン さ れ た 後 の 短 い 時 間 間 隔 内 で あ る 。 図 ７ Aを 参 照 す る と 、 画 素 Iの TFTが
オ ン さ れ た 後 及 び 画 素 IIIの TFTが オ ン さ れ た 後 、 走 査 線 G(n)は 、 時 間 間 隔 T1の 後 、 電 圧 Vp
reに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ る 。 第 ３ 実 施 態 様 と 第 １ 実 施 態 様 及 び 第 二 実 施 態 様 と の 間 の 違
い は 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 時 間 が 全 体 の フ レ ー ム の 約 ３ ０ ％ を 占 め る こ と で あ る 。 従 っ
て 、 次 の フ レ ー ム の 画 素 Iの TFTが オ ン さ れ る 前 に 、 挿 入 を 行 な う こ と が で き る 。 し か し な
が ら 、 液 晶 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 及 び 消 費 電 力 の 削 減 の た め に 、 時 間 間 隔 T３ は 、 時 間 間 隔 T１
よ り も は る か に 長 く な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 時 間 間 隔 T１ は 、 画 素 IIIの TFTが オ ン さ
れ た 後 に 、 短 時 間 間 隔 内 で 始 ま る 必 要 が あ り 、 走 査 線 G(n)は 、 そ の 時 Vpreに よ り プ レ チ ャ
ー ジ さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vp(I)が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vcomよ り 大 き い 場 合 、 正 の プ レ チ
ャ ー ジ 電 圧 Vpre（ ＋ ） が 印 加 さ れ る 。 一 方 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vp(I)が 共 通 電 極 の 電
圧 レ ベ ル Vcomよ り 小 さ い 場 合 、 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpre(-)が 、 極 性 に よ り 印 加 さ れ る
。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 同 一 の 駆 動 方 法 及 び そ の 説 明 は 、 図 ７ B乃 至 図 ７ Dに 示 す 信 号 波 形 図 に 適 す る 。 図 ７ Cの
画 素 IIIの 駆 動 信 号 波 形 図 は 、 図 ７ Aと 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 省 略 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ７ Bは 画 素 IIの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 し 、 図 ７ Dは 画 素 IVの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 す 。 図 ７
Bで は 、 図 ７ の 右 側 に 示 す よ う に 、 LCDア レ イ の 各 画 素 の ゲ ー ト は 、 同 一 の 信 号 線 に 伴 い 次
の 段 階 の 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 容 量 的 に 結 合 さ れ て い る 。 従 っ て 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vp
reに よ り 前 の 段 階 の 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 時 の 時 間 は 、 走 査 線 に 容 量 的 に 結 合 さ れ た
画 素 の TFTが オ ン さ れ た 後 の 短 い 時 間 間 隔 内 で あ る 。 図 ７ Bの 左 側 に 示 さ れ た 矢 印 の よ う に
、 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpre(-)が 印 加 さ れ 、 又 は 、 図 ７ Bの 右 側 に 示 さ れ た 矢 印 の よ う に
、 正 の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpre（ ＋ ） が 印 加 さ れ る 。 図 ７ Dの 画 素 IVを 示 す 駆 動 信 号 波 形 図
は 、 図 ７ Bと 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 、 そ の 説 明 は 省 略 さ れ る 。
走 査 線 G(n-1)の 信 号 波 形
　 図 ７ Bは 、 画 素 IIの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 す 。 図 の 上 方 の 黒 の 実 線 は 、 画 素 IIの 画 素 電 極
の 電 圧 レ ベ ル 、 即 ち 、 図 中 の Vp(II)を 示 す 。 画 素 Iの TFTが 走 査 線 G(n-1)に 伴 い オ ン さ れ る
と 、 第 三 時 間 間 隔 T３ 内 で 電 圧 レ ベ ル V１ か ら V２ ま で 走 査 線 G(n-1)の 電 圧 レ ベ ル VG(n-1)に
バ イ ア ス を か け る よ う に 、 走 査 線 G(n)は 、 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ る 。 こ こ で は
、 Vpreは そ の TFTを オ ン し な い 。 画 素 Iの 全 て の TFTを オ ン す る た め に 、 電 圧 レ ベ ル V２ か ら
電 圧 レ ベ ル V３ ま で VG(n-1)に バ イ ア ス を か け る よ う に 、 再 度 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 に よ り 走
査 線 G(n-1)に バ イ ア ス を か け る 。 そ の 後 、 走 査 線 G(n-1)の 電 圧 レ ベ ル VG(n-1)は V2に 戻 さ
れ 、 時 間 間 隔 T４ で 維 持 さ れ 、 V１ に 戻 さ れ 、 時 間 間 隔 T２ で 維 持 さ れ る 。
画 素 IIの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
　 上 述 の 説 明 に よ る と 、 同 一 の 信 号 線 D(m)に 伴 い 、 画 素 IIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 走 査 線 G(
n-1)に 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 走 査 線 G(n-1)の 信 号 波 形 は 、 図 ７ Bの 上 方 に 示 す と お り で あ
る 。 画 素 IIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 走 査 線 G(n-1)に 結 合 さ れ て い る 為 、 走 査 線 G(n-1)の 電 圧
レ ベ ル VG(n-1)が V２ か ら V１ に 変 更 さ れ た 場 合 、 図 の 左 側 に 示 さ れ た 矢 印 の よ う に 第 二 時
間 間 隔 T２ で 維 持 さ れ る 。 従 っ て 、 画 素 IIの 電 圧 レ ベ ル Vp(II)が 、 V４ か ら Vcomよ り 更 に 異
な る V５ に 変 更 さ れ る よ う に 、 V２ 及 び V１ の 間 の 電 圧 レ ベ ル の 違 い は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を
介 し て 画 素 IIの 画 素 電 極 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る 。 変 更 量 は 、 所 望 と お り 構 成 さ れ る 。 例
え ば 、 変 化 量 は 、 (Cst/Ctotal)・ Vpreで あ り 、 こ こ で 、 Cstは 、 画 素 IIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ
ン ス で あ り 、 Ctotalは 、 画 素 IIの 画 素 電 極 の 全 キ ャ パ シ タ ン ス で あ る 。 即 ち 、 画 素 電 極 の
電 圧 レ ベ ル の 変 化 量 は 、 所 望 の と お り 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 と は 異 な り 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 増 加 時 間 は 、 変 更 さ れ ず に
維 持 さ れ て い る 電 圧 レ ベ ル の 時 間 よ り も 数 百 倍 か ら 数 千 倍 長 く な っ て い る 。 例 え ば 、 画 素
電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 増 加 時 間 は 、 ミ リ セ カ ン ド オ ー ダ (ms)で あ り 、 変 更 さ れ ず に 維 持 さ れ
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て い る 電 圧 レ ベ ル の 時 間 は 、 マ イ ク ロ セ カ ン ド オ ー ダ (μ s)で あ る 。 当 然 、 そ の 違 い は 、
必 要 に 応 じ て 変 更 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 走 査 線 G(n-1)の 電 圧 レ ベ ル が V４ で 維 持 さ れ
て い る 時 間 間 隔 T４ は 、 時 間 間 隔 T２ よ り は る か に 短 い 。 例 え ば 、 時 間 間 隔 T２ が ミ リ セ カ
ン ド オ ー ダ で あ る と 、 時 間 間 隔 T４ は マ イ ク ロ セ カ ン ド オ ー ダ と な り 、 数 百 倍 か ら 数 千 倍
異 な る 。 そ の 後 、 画 素 IIの 極 性 が 反 転 す る と 、 図 の 右 側 に お け る 第 ２ 矢 印 の よ う に 、 画 素
IIの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vcomよ り 大 き い 場 合 、 走 査 線 G(n-1)の
電 圧 レ ベ ル VG(n-1)は 、 電 圧 レ ベ ル V１ か ら V２ に 増 加 す る 。 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreが 、 蓄
積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 IIの 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル は 、 Ｖ ６
か ら Vcomよ り さ ら に 異 な る Ｖ ７ に 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 上 述 の 説 明 に よ る と 、 LCDの 各 画 素 の ゲ ー ト は 、 容 量 結 合 方 法 で 同 一 の 信 号 線 に 伴 い 前
の 段 階 の 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 結 合 さ れ て い る 。 走 査 線 が 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ
さ れ る 時 の 時 間 は 、 走 査 線 に 容 量 的 に 結 合 さ れ た 画 素 の TFTに 書 き 込 ま れ た デ ー タ の 後 で
あ り 、 画 素 の TFTが オ ン さ れ た 後 の 短 い 時 間 間 隔 内 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vp(I)が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vcomよ り 大 き い 場 合 、 正 の プ レ チ
ャ ー ジ 電 圧 Vpre(+)が 印 加 さ れ る 。 一 方 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vp（ I） が 、 共 通 電 極 の 電
圧 レ ベ ル Vcomよ り 小 さ い 場 合 、 負 の プ レ チ ャ ー ジ 電 極 Vpre（ -） が 極 性 に 応 じ て 印 加 さ れ
る 。
第 ４ 実 施 態 様
　 本 発 明 の 別 の 実 施 態 様 で は 、 液 晶 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 及 び 削 減 さ れ た 消 費 電 力 を 有 す る 駆
動 方 法 を 図 ８ に 示 す よ う に 提 供 す る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 LCD構 造 体 は 、 走 査 線 G(n-1)、 G
(n)及 び G(n+1)と 、 信 号 線 G(m-1)及 び D(m)と を 備 え る 。 図 に 示 す よ う に 、 走 査 線 G(n-1)、 G
(n)及 び G(n+1)と 、 信 号 線 D(m-1)及 び D(m)と に よ り 構 成 さ れ た 対 応 す る 画 素 は 、 画 素 I、 画
素 II、 画 素 III及 び 画 素 IVで あ る 。 画 素 Iの TFTの ゲ ー ト が 、 走 査 線 G(n-1)に 結 合 さ れ る 場
合 、 画 素 II及 び 画 素 IIIの TFTの ゲ ー ト は 、 走 査 線 G(n)に 結 合 さ れ 、 画 素 IVの TFTの ゲ ー ト
は 走 査 線 G(n+1)に 結 合 さ れ る 。 画 素 I及 び 画 素 IIIの TFTの ソ ー ス は 信 号 線 D(m-1)に 結 合 さ
れ 、 画 素 II及 び 画 素 IVの ソ ー ス は 信 号 線 D(m)に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ８ A乃 至 図 ８ Dは 、 画 素 I、 画 素 II、 画 素 III及 び 画 素 IVの 駆 動 方 法 の 概 略 波 形 図 を 示 す
。 本 実 施 態 様 と 前 の 実 施 態 様 と の 違 い は 、 以 下 に 、 図 に 伴 い 説 明 さ れ る 走 査 線 に 適 用 す る
信 号 波 形 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ８ Aは 、 画 素 Iの 信 号 波 形 図 を 示 す 。 図 上 方 の 黒 の 実 線 は 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ
ベ ル 、 即 ち 、 図 中 の Vp(I)を 示 す 。 太 い 破 線 は 、 走 査 線 G(n-1)の 信 号 波 形 で あ る 。 以 下 に
、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に 作 用 す る 走 査 線 G(n)の 信 号 の 波 形 を 説 明 す る 。 他 の 走
査 線 の 信 号 波 形 は 同 様 で あ る た め 、 更 な る 説 明 は 省 略 す る 。
走 査 線 G(n)の 信 号 波 形
　 図 ８ Aの 中 間 部 分 を 参 照 す る と 、 画 素 Iの TFTが オ ン さ れ 、 画 素 IIIの TFTが オ ン さ れ る と
、 第 一 時 間 間 隔 T３ 内 で 電 圧 レ ベ ル V３ か ら V４ に 下 が る よ う に 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か
け 電 圧 Vpreに よ り プ レ チ ャ ー ジ さ れ る 。 こ こ で 、 Vpreは そ の TFTを オ ン し な い 。 再 度 、 時
間 間 隔 Ｔ ４ で 電 圧 レ ベ ル Ｖ ４ か ら 電 圧 レ ベ ル Ｖ １ ま で 走 査 線 Ｇ (n)に バ イ ア ス を か け る 。
電 圧 レ ベ ル VG(n)が V１ か ら V２ に 変 更 さ れ 、 時 間 間 隔 T5で 維 持 さ れ る よ う に 、 そ の 後 、 正
の プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreに よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 。 そ の 後 、 画 素 IIIの TFTを オ ン
す る た め に 電 圧 レ ベ ル が V２ か ら V３ ま で 変 更 さ れ る よ う に 、 走 査 電 圧 に よ り 走 査 線 G(n)に
バ イ ア ス を か け る 。 そ の 後 、 V３ か ら V２ ま で 走 査 線 G(n)の 電 圧 レ ベ ル VG(n)に バ イ ア ス を
か け 、 時 間 間 隔 T1で 維 持 さ れ る 。 走 査 線 G(n)の 電 圧 レ ベ ル VG(n)は 、 V２ か ら V４ に 変 更 さ
れ 、 時 間 間 隔 T６ で 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 走 査 線 G(n)に 適 応 す る 上 述 の 信 号 波 形 は 、 他 の 走 査 線 に も 適 し て い る 。 前 述 の 時
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間 間 隔 T１ 、 T２ 、 T３ 、 T4、 T５ 及 び T６ は 、 所 望 の と お り 構 成 さ れ る 。 本 発 明 の 実 施 態 様
で は 、 時 間 間 隔 T１ 、 T３ 、 T５ 及 び T６ は 、 時 間 間 隔 T２ 及 び T4よ り は る か に 短 い 。 例 え ば
、 時 間 間 隔 T２ 及 び T４ が ミ リ セ カ ン ド (ms)オ ー ダ で あ る と 、 時 間 間 隔 T１ 、 T3、 T５ 及 び T
６ は 、 マ イ ク ロ セ カ ン ド (μ s)オ ー ダ で あ り 、 数 百 倍 か ら 数 千 倍 異 な る 。
画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル
　 上 述 の 説 明 に よ る と 、 同 一 の 信 号 線 D(m-1)に 伴 い 、 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 画 素 III
の TFTの ゲ ー ト に 結 合 さ れ 、 ま た 、 画 素 IIIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 、 次 の 段 階 の 画 素 の TFTの
ゲ ー ト に 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 画 素 IIIの 走 査 線 G(n)の 信 号 波 形 は 、 図 ８ Aの 中 間 部 分 に 示
す と お り で あ る 。 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ は 画 素 IIIの TFTの ゲ ー ト に 結 合 さ れ る た め 、 電
圧 レ ベ ル V４ か ら 電 圧 レ ベ ル V１ ま で 走 査 線 に バ イ ア ス を か け た 場 合 、 図 の 左 側 の 第 一 矢 印
に 示 す よ う に 、 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreは 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 Iの 画 素 電 極 に 容
量 的 に フ ィ ー ド バ ッ ク 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 、 VP（ I） は 、
V５ か ら V６ に 増 加 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 Vpreが 、 走 査 線 G(n)及 び 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 Iの 画 素 電 極 に
容 量 的 に 結 合 さ れ る と 、 例 え ば 、 画 素 電 極 の 電 圧 変 化 は 、 (Cst/Ctotal)・ Vpreで あ り 、 こ
の 場 合 、 Cstは 、 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ ン ス で あ り 、 Ctotalは 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 全 キ
ャ パ シ タ ン ス で あ る 。 即 ち 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル 変 化 量 は 、 所 望 の と お り プ レ チ ャ ー ジ
電 圧 Vpreに よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 増 加 時 間 、 即 ち 、 電 圧 レ ベ ル が フ ィ ー ル ド 内 で V６ に 維 持 さ れ
る 時 間 間 隔 は 、 V５ で 維 持 さ れ て い る 電 圧 レ ベ ル の 時 間 よ り も 数 百 倍 か ら 数 千 倍 長 い 。 例
え ば 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル の 増 加 時 間 は ミ リ セ カ ン ド オ ー ダ (ms)で あ り 、 変 更 さ れ ず に
維 持 さ れ て い る 時 間 は マ イ ク ロ セ カ ン ド オ ー ダ (μ s)で あ る 。 当 然 、 そ の 違 い は 、 必 要 に
応 じ て 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 そ の 後 、 極 性 が 反 転 す る と 、 図 の 右 側 の 第 二 矢 印 が 示 す よ う に 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電
圧 レ ベ ル Vｐ （ I） が 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vcomよ り 小 さ い 場 合 、 走 査 電 圧 レ ベ ル か ら V２
に 戻 る よ う に 画 素 IIIの 走 査 線 G(n)の 電 圧 レ ベ ル VG(n)に バ イ ア ス を か け 、 時 間 間 隔 T１ で
維 持 さ れ 、 V１ に 戻 る よ う に バ イ ア ス を か け 、 時 間 間 隔 T２ で 維 持 さ れ る 。 電 圧 レ ベ ル V２
か ら V１ に 戻 る よ う に 走 査 線 G(n)に バ イ ア ス を か け る と 、 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル Vｐ （ I）
が V７ か ら Vcomよ り さ ら に 異 な る Ｖ ８ に 変 化 さ れ る よ う に 、 電 圧 変 化 量 は 、 蓄 積 キ ャ パ シ
タ を 介 し て 画 素 Iの 画 素 電 極 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 上 述 の 説 明 に よ る と 、 LCDの 各 画 素 の ゲ ー ト は 、 容 量 的 な 結 合 方 法 で 、 同 一 の 信 号 線 に
伴 い 前 の 段 階 の 画 素 の 蓄 積 キ ャ パ シ タ に 結 合 さ れ る 。 図 ８ Aか ら 、 画 素 Iの 画 素 電 極 の 電 圧
レ ベ ル Vp(I)が 、 走 査 線 G(n)か ら 画 素 Iの 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 容 量 的 に 結 合 さ れ て い る
こ と が わ か る 。 走 査 線 G(n)に 適 応 さ れ た 信 号 波 形 に 関 し て は 、 正 の 極 性 を 有 す る 画 素 Iは
例 示 的 な も の で あ り 、 走 査 線 G(n)に 対 応 す る Ｔ Ｆ Ｔ が オ ン さ れ た 後 、 時 間 間 隔 Ｔ ３ で 電 圧
レ ベ ル Ｖ ４ に バ イ ア ス を か け 、 時 間 間 隔 Ｔ ４ で 電 圧 レ ベ ル Ｖ １ に 電 圧 レ ベ ル Ｖ G(n)に バ イ
ア ス を か け る 。 電 圧 レ ベ ル Vp(I)が Ｖ ５ で 維 持 さ れ て い る 時 間 間 隔 Ｔ ５ は 、 電 圧 レ ベ ル Vp(
I)が Ｖ ６ で 維 持 さ れ て い る 時 間 間 隔 よ り は る か に 短 い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 画 素 Iの 極 性 が 負 で あ る 場 合 は 、 走 査 線 G(n)に 対 応 す る TFTが オ ン さ れ た 後 に 、 時 間 間 隔
T１ で 電 圧 レ ベ ル V２ に 電 圧 レ ベ ル VG(n)に バ イ ア ス を か け 、 時 間 間 隔 T２ で 電 圧 レ ベ ル V１
に バ イ ア ス を か け る 。 電 圧 レ ベ ル Vp(I)が V７ で 維 持 さ れ る 時 間 間 隔 は 、 V８ で 維 持 さ れ る
時 間 間 隔 よ り は る か に 短 い 。 上 述 の 時 間 間 隔 T１ 、 T２ 、 T３ 、 T4、 T５ 、 及 び T６ は 、 必 要
に 応 じ て 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 同 一 の 駆 動 方 法 及 び そ の 説 明 は 、 図 ８ Ｂ 乃 至 図 ８ Ｄ に 示 さ れ る 信 号 波 形 図 に 適 す る 。 図
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８ Ｃ の 画 素 IIIの 駆 動 信 号 波 形 図 は 、 図 ８ Ａ と 同 一 で あ る た め 、 こ こ で は 省 略 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ８ Bは 、 画 素 IIの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 し 、 画 素 ８ Dは 、 画 素 IVの 駆 動 信 号 波 形 図 を 示 す
。 図 ８ Bで は 、 走 査 線 G(n-1)は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 画 素 IIの 画 素 電 極 の 電 圧 レ ベ ル V
p(II)に 容 量 的 に 結 合 さ れ て い る 。 走 査 線 G(n-1)に 適 応 さ れ た 信 号 波 形 で は 、 画 素 Iの TFT
が オ ン さ れ る と 、 時 間 間 隔 T１ で 電 圧 レ ベ ル V３ か ら 電 圧 レ ベ ル  V２ ま で 走 査 線 G(n-1)の 電
圧 レ ベ ル VG(n-1)に バ イ ア ス を か け る 。 そ の 後 、 時 間 間 隔 T２ で 電 圧 レ ベ ル V２ か ら 電 圧 レ
ベ ル V１ ま で 走 査 線 G(n-1)の 電 圧 レ ベ ル VG(n-1)に バ イ ア ス を か け る 。 T２ の 後 、 時 間 間 隔 T
６ で 電 圧 レ ベ ル V１ か ら 電 圧 レ ベ ル V４ ま で 走 査 線 G(n-1)の 電 圧 レ ベ ル VG(n-1)に バ イ ア ス
を か け る 。 上 述 の よ う に 、 そ の 後 、 電 圧 レ ベ ル V４ か ら 電 圧 レ ベ ル V３ ま で 走 査 線 G(n-1)の
電 圧 レ ベ ル VG（ n-1） に バ イ ア ス を か け 、 時 間 間 隔 T3で 電 圧 レ ベ ル V３ か ら 電 圧 レ ベ ル V４
ま で バ イ ア ス を か け る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 上 述 の 時 間 間 隔 は 、 T１ 、 T２ 、 T３ 、 T４ 、 T５ 及 び T６ は 必 要 に 応 じ て 調 節 可 能 で あ る 。
本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る と 、 時 間 間 隔 T１ 、 T３ 、 T５ 及 び T６ は 、 T２ 及 び T４ よ り は る か に
短 い 。 例 え ば 、 時 間 間 隔 T２ 及 び T４ が ミ リ セ カ ン ド オ ー ダ (ms)で あ り 、 時 間 間 隔 T１ 、 T３
、 T５ 及 び T６ は 、 略 マ イ ク ロ セ カ ン ド オ ー ダ (μ s)で あ り 、 数 百 倍 か ら 数 千 倍 異 な る 。 当
然 、 そ の 違 い は 必 要 に 応 じ て 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 ８ Bか ら わ か る よ う に 、 画 素 IIの 極 性 が 負 で あ る 場 合 、 V２ か ら V1ま で 走 査 線 G(n-1)の
電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る こ と に 必 要 な 時 間 は 、 画 素 IIの TFTが オ ン さ れ た 後 十 分 短
い 。 図 の 左 側 の 第 一 矢 印 が 示 す よ う に 、 電 圧 レ ベ ル VP（ II） は 、 画 素 IIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ
を 介 し て 容 量 的 に 結 合 さ れ て い る 。 画 素 IIの 極 性 が 正 の 場 合 、 V４ か ら V１ ま で 走 査 線 G(n-
1)の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る た め に 必 要 な 時 間 は 、 画 素 IIの TFTが オ ン さ れ た 後 十
分 短 い 。 電 圧 レ ベ ル VP（ II） は 、 画 素 IIの 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 容 量 的 に 結 合 さ れ て い
る 。 更 に 、 画 素 IIの TFTが オ ン さ れ る 前 に V１ か ら V２ ま で G(n-1)の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス
を か け る 時 間 、 即 ち 、 T５ と 、 画 素 IIの TFTが オ ン さ れ る 前 に V１ か ら V４ ま で G(n-1)の 電 圧
レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る 時 間 、 即 ち 、 T６ と は 、 実 質 的 に は 短 い 。 当 然 、 蓄 積 キ ャ パ シ
タ を 介 し て 結 合 さ れ た 画 素 IIの 電 圧 レ ベ ル Vp(II)は 、 所 望 の と お り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 上 述 の 実 施 態 様 に よ る と 、 本 発 明 は 、 LCDの 画 素 の TFTが オ ン さ れ る 前 、 即 ち 、 走 査 信 号
に よ り 走 査 線 に バ イ ア ス を か け る 前 に 電 圧 値 に よ り 走 査 線 の プ レ チ ャ ー ジ を 行 な う 工 程 を
含 む LCDの 駆 動 方 法 を 提 供 す る 。 プ レ チ ャ ー ジ 電 圧 は 、 蓄 積 キ ャ パ シ タ を 介 し て 同 一 の 走
査 線 に 接 続 さ れ た 隣 接 す る 画 素 の 電 圧 レ ベ ル に 容 量 的 に 結 合 さ れ た 画 素 の TFTを オ ン し な
い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 本 発 明 の 第 一 及 び 第 二 実 施 態 様 に よ る と 、 駆 動 方 法 は 、 共 通 電 極 の 電 圧 レ ベ ル に 戻 る よ
う に 又 は 近 く と な る よ う に 画 素 電 極 の 電 圧 値 の 電 圧 レ ベ ル に バ イ ア ス を か け る 肯 定 を 含 む
。 従 っ て 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 は 行 な わ れ 、 即 ち 、 エ ッ ジ ボ ケ を さ け る た め に 、 ホ ー ル
ド 型 ア ド レ ス 方 法 を LCDに 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 発 明 の 第 三 及 び 第 四 実 施 態 様 に よ る と 、 駆 動 方 法 は 、 液 晶 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 及 び 消 費
電 力 の 削 減 に 適 し て お り 、 画 素 電 極 は 、 画 素 の オ ー バ ー ド ラ イ ブ 及 び 消 費 電 力 の 削 減 の た
め に プ レ チ ャ ー ジ さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 本 発 明 の 駆 動 方 法 は 、 ブ ラ ッ ク フ レ ー ム 挿 入 、 液 晶 オ ー バ ー ド ラ イ ブ 、 消 費 電 力 の 削 減
又 は 他 の 目 的 に 適 し て お り 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 方 法 は 、 大 規 模 な LCDパ ネ ル に 適 し て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 発 明 は 、 特 定 の 実 施 例 を 参 照 し 記 載 さ れ た が 、 記 載 さ れ た 実 施 例 へ の 変 形 が 、 本 発 明
の 精 神 か ら 逸 脱 し な い 限 り 行 な わ れ る こ と は 当 業 者 に と っ て 自 明 で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明
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の 範 囲 は 、 添 付 さ れ た 請 求 項 に よ っ て 限 定 さ れ 、 上 記 の 実 施 例 に よ っ て 限 定 さ れ る も の で
は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ １ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 に よ る 走 査 線 駆 動 回 路 か ら 走 査 線 へ の 信 号 及 び 信 号 駆 動 回 路 か ら 信 号 線
へ の 信 号 を 示 す 液 晶 表 示 装 置 の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 容 量 結 合 方 法 を 示 す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ５ の 液 晶 表 示 装 置 の 信 号 波
形 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ５ の 液 晶 表 示 装 置 の 信 号
波 形 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｃ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｉ Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ５ の 液 晶 表 示 装 置 の 信
号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｄ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｖ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ５ の 液 晶 表 示 装 置 の 信 号
波 形 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ６ の 液 晶 表 示 装 置 の
信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ６ の 液 晶 表 示 装 置
の 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｉ Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ６ の 液 晶 表 示 装
置 の 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｄ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｖ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ６ の 液 晶 表 示 装 置
の 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ７ の 液 晶 表 示 装 置 の
信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ７ の 液 晶 表 示 装 置
の 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｃ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｉ Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ７ の 液 晶 表 示 装
置 の 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｄ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｖ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ７ の 液 晶 表 示 装 置
の 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 態 様 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ８ の 液 晶 表 示 装 置 の
信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ８ の 液 晶 表 示 装 置
の 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｃ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｉ Ｉ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ８ の 液 晶 表 示 装
置 の 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｄ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 に よ る 画 素 Ｉ Ｖ の 駆 動 方 法 を 示 す 図 ８ の 液 晶 表 示 装 置
の 信 号 波 形 図 で あ る 。
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